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 市役所窓口に飛沫感染防止対策
アクリルパーティションを設置

No．785

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
掲載のイベントなどが中止・変更となる場合
がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか、問い合わせてください。

※掲載の情報は4月13日現在です。



新型コロナウイルス感染症に関する
緊急事態宣言が発令されました

　

4
月
7
日
、
政
府
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
出
さ
れ
、
大
阪
府
か
ら
は
外
出
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
自
粛
・
各
施
設

の
使
用
制
限
な
ど
の
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
、
原
則
と
し
て
５
月
11
日

ま
で
休
館
・
休
業
し
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
原
則
と
し
て

５
月
11
日
ま
で
開
催
を
自
粛
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
月
６
日
ま
で
臨
時
休
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
４
月
13
日
現
在
）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
食
材
の
買
い
出

し
、
職
場
へ
の
通
勤
な
ど
、
生
活
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
外
出
自
粛
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
祭
り
や
式
典
、
講
演
会
な
ど
、
規
模
や
場
所
に
か
か
わ

ら
ず
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
更
な
る
徹
底
と
と
も
に
、「
密
閉
」「
密
集
」「
密

接
」
と
い
う
「
3
つ
の
密
」
を
避
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
不
要
不
急
の

外
出
を
控
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新型コロナウイルス関連情報

（出典：首相官邸HPより）
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　「新型コロナウイルス感染症対策」として、下記の支援制度がご利用いただけます。
●妊婦へのマスク配付（健康推進課）　※下記の記事を参照してください。
●令和2年度 個人市・府民税申告期間の延長（税務課）
●納税困難者の市税の徴収猶予・換価猶予（税務課）
●届出期間を経過した者に関する簡易裁判所への失期通知及び過料について（市民課）
●水道料金・下水道使用料の支払いに関する相談（上下水道局 ☎467-2800）
●生活福祉資金特例貸付制度（社会福祉法人 泉佐野市社会福祉協議会 ☎464-2259）
●中小企業・小規模事業者支援について（まちの活性課 ☎469-3131）

※支援制度については随時情報を更新していますので、市のホームページをご覧くだ
さい。

　ご支援をいただいた皆様に対しまして、厚くお礼申
し上げます。
【マスク寄贈】
●中国上海市徐匯区（友好都市）
●中国四川省成都市新都区（友好都市）
●中国山東省威海市（友好都市）
●中国重慶市武隆区
●大松商事合同会社　三好　仁 様
●株式会社平善　代表取締役 平松善久 様
●株式会社久堀組　代表取締役 植林義人 様
●THE PREMIUM HOTEL IN RINKU　支配人 岡本清志 様
●日王株式会社　代表取締役 鄭　志偉 様
●小薮商店　代表 小藪普介 様
●ホテルシーガル　顧問 溝口孝光 様
●阪南チーズ染晒協同組合　代表理事 甚野祐宏 様
●笹嶋オイル株式会社　代表取締役 笹嶋誠敏 様
●株式会社池田金属　代表取締役 池田聡之 様
●周　易雨 様
●李　建華 様
【寄付金】
●泉佐野中央ライオンズクラブ

各種支援制度など（令和2年4月13日現在）

ご支援ありがとうございました

　マスク購入が困難な状況をふまえ、本市で
は当面の対策として、2月上旬から希望する妊
婦のみなさんに配布していますが、購入困難
な状況が継続されていることを鑑み、再度マ
スク配布を実施することとし、4月9日より本
市に住民登録がある妊婦一人あたり20枚を郵
送にて配布しています。
　なお、本市へ里帰り出産予定の妊婦のみな
さんにも配布しますので、申請方法は市のホー
ムページをご確認ください。
　また、妊娠届時のマスク配布も下記の2カ所
で配布を継続しています。
●市役所１階 地域共生推進課（母子健康手帳
発行窓口）
●基幹包括支援センターいずみさの
（社会福祉センター〔中庄1102番地〕1階 社
会福祉協議会内）
問合先　健康推進課

●大阪府 緊急事態措置コールセンター
 ☎06-4397-3299 Fax06-4397-3295
 （平日午前9時～午後6時）
●新型コロナ受診相談センター
 ☎06-7166-9911 Fax06-6944-7579
 （午前9時～午後5時45分）
●生活支援臨時給付金（仮称）コールセンター
 ☎03-5638-5855（平日午前9時～午後6時30分）
【一般的な問合先】
●厚生労働省
 フリーダイヤル 0120-565653（午前9時～午後9時）
●大阪府専用電話
 ☎06-6944-8197 Fax06-6944-7579 （午前9時～午後6時）
●泉佐野市コールセンター
 ☎072-463-1212（代表・平日午前9時～午後5時）

※状況は変化しますので、詳しくは泉佐野市ホームページ
「新型コロナウイルス関連情報」をご覧ください。

新型コロナウイルスに便乗した
悪質商法にご注意ください！

　新型コロナウイルスを口実に、市役所な
どの行政機関職員をかたった電話や、自宅
を訪問しようとする悪質な事例が増えてき
ています。「行政から委託を受けている」
と言って自宅を訪問しようとする業者から
の電話には応じないようにしましょう。
　また、マスクの入手が困難な状況に便乗
した不審なマスク販売広告メールに関する
情報が寄せられています。心当たりのない
送信元から怪しいメールやSMSが届いて
も、反応しないようにしましょう。
　不審に思った場合や、トラブルにあった
場合は、悩まず「泉佐野市消費生活センター」
に相談しましょう。
問合先　消費生活センター（☎469-2240）

新型コロナウイルス関連情報

詐欺に気をつけましょう

妊婦へのマスク配布について

おもな問合先・コールセンター

　 最 新 の 情 報 は、
泉佐野市ホームペー
ジ「新型コロナウ
イルス関連情報」
（http://www.city.
izumisano.lg.jp/
corona/）をご覧く
ださい。

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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　　　　　　　4月より南海本線泉佐野駅で運営開始！
移動図書館（いちょう号）と図書返却ポスト

　令和2年4月より、毎月第1・３木曜日の午前６時45分～ 8時までの時間帯に、泉佐野駅前ロータリーに移動
図書館（いちょう号）が出向き、図書の貸出などのサービスを開始しました。
　また、泉佐野駅のきっぷ売り場付近に図書館の本を返却できる図書返却ポストを常設します。朝の通勤・通
学時に移動図書館（いちょう号）で貸出、返却、予約本の受け取りが可能になり、図書返却ポストについては、
泉佐野駅の空いている時間であれば何時でも返却が可能です。
　みなさんのご利用をお待ちしています。
※５月は21日㈭のみ運行します。
問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館（☎469-7130）

有料広告提案事業のパートナー企業を募集しています！！
問合先　政策推進課

　市では、市が所有または使用する有形・無形の様々な資産を広告媒体として
活用する有料広告提案を、企業（パートナー企業）より受ける有料広告提案事
業を実施しています。
　これまで採用した有料広告は、エブノ泉の森ホール（市立文化会館）、レイク
アルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター（市立生涯学習センター）、J：
COM末広体育館（市民総合体育館）などのネーミングライツ８施設をはじめ、
市長優先車広告や公用バス広
告、本庁舎内エレベーター内
広告などへの有料広告の提案
も採用しているところです。
提案の募集・受付は、随時行っ
ていますので、検討いただき、
事前に相談してください。
　なお、庁舎正面来庁者駐車
場内の看板や泉佐野南部公園
なども広告媒体として活用が
できますので、ぜひ、検討し
てください。 

▲庁舎正面駐車場内の看板

駅前
ロータリー

泉佐野駅
南海線

駐車場 泉佐野駅
きっぷ売り場

券売機

コイン
ロッカー

移動図書館(いちょう号）移動図書館(いちょう号） 図書返却ポスト図書返却ポスト
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東京製綱株式会社と
「災害時における地下水の供給に関する協定」の締結
　3月30日㈪、災害などで断水した場合に備えて、東京製綱株
式会社と泉佐野市は「いこらも～る泉佐野」で浄水処理された
地下水の一部を地域住民に供給して頂く「災害時における地下
水の供給に関する協定」を締結しました。

一般社団法人 救犬ジャパンと
「災害救助犬の出動に関する協定」の締結

3月4日㈬、災害発生時や防災訓練の際に、救助犬の派
遣をお願いするため、一般社団法人 救犬ジャパンと泉佐
野市は「災害救助犬の出動に関する協定」を締結しました。

大阪大学大学院国際公共政策研究科と
「災害対策等の多言語化を推進する協定」の締結

2月28日㈮、災害発生時などで、海外からのお客さんの
安全安心に備えるため、大阪大学大学院国際公共政策研究
科と泉佐野市は、「災害対策・国民保護業務における要配
慮外国人等への諸対策に関する協定」を締結しました。

◀
熊
本
地
震
へ
の
救
助
犬

派
遣
の
様
子

▶
外
国
人
旅
行
者
の
避
難
訓
練

の
様
子
（
大
防
災
訓
練
）

防災行政無線放送が聞こえなかったら!?
　災害情報は、防災行政無線の屋外スピーカーからの放送以外に、次の方法で確認できます。
①自動電話案内サービス
　☎479-3710に電話をかけ、放送内容を聞く
②ホームページ
　市役所のホームページのトップページ左上のバナー「防災行政無線放送」をクリック
③登録制メール
●事前にメールアドレスを登録し、災害情報のメールを受け取る
●右のQRコードを読み取り、からメールを送って登録
※返信が無い場合は izumisano-city@raiden2.ktaiwork.jpからのメールを受け取れる
ように設定してください。
④ツイッター
　泉佐野市防災情報（公式）Twitter（＠Izumisano_
Bosai）を確認する
⑤J:COM防災情報サービス
　J:COMと契約し、防災情報サービス用専用端末で放送
を聞く（利用料が必要）
⑥ファックス
　ファックスで災害情報を受け取る
※自宅ファックスへの災害情報送信を希望される人は、
自治振興課 危機管理室へ申し込みをしてください。

防災特集　 問合先　自治振興課 危機管理室

▶
協
定
締
結
の
様
子

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▲防災情報サービス用
専用端末
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特集「施政方針・当初予算」

令和2年度 施政に関する基本方針  令和2年度 施政に関する基本方針  
「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」「世界に羽ばたく国際都市 泉佐野」
～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～～ひとを支え ひとを創り 賑わいを創る～

　千代松市長は3月4日の定例市議会で、令和2年度の施政　千代松市長は3月4日の定例市議会で、令和2年度の施政
に関する基本方針を表明しました。に関する基本方針を表明しました。

問合先　政策推進課問合先　政策推進課

　

施
政
方
針
は
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/kakuka/koushitsu/ seisaku/
m
enu/sisei_hosin/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
約
２
０
０
年
ぶ
り
の
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
、
新

し
い
時
代
で
あ
る
「
令
和
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
が
る
未
来
へ

の
期
待
感
や
躍
動
感
に
包
ま
れ
つ
つ
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
国
の
動
き
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
に
決
定
し

ま
し
た
大
型
の
景
気
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
景
気
配
慮
型
の
政
策
運
営

の
継
続
が
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
人
生
１
０
０
年
」
時

代
を
背
景
に
働
き
方
改
革
を
進
め
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
「
一
億
総
活

躍
社
会
」
を
創
り
上
げ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
少
子
化

等
に
よ
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
の
克
服
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
「
地
方
創
生
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
年
内
に
大
阪
都
構
想
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
大
阪
が
自
己
変
革
に

挑
戦
し
、持
続
可
能
な
将
来
へ
再
始
動
す
る
と
と
も
に
、「
副
首
都
・
大
阪
」

を
確
立
し
、「
東
西
二
極
の
一
極
」
と
し
て
日
本
の
将
来
を
支
え
、
牽
引

す
る
成
長
エ
ン
ジ
ン
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
と
し
ま
し
て
、
平
成
25
年
度
決

算
で
の
財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
後
、
黒
字
決
算
を
堅
持
し
て
い
る

も
の
の
、
普
通
会
計
決
算
の
経
常
収
支
比
率
は
依
然
と
し
て
１
０
０
％
を

上
回
っ
て
お
り
、
経
常
的
な
支
出
を
経
常
的
な
収
入
で
賄
っ
て
い
な
い
と

い
う
財
政
の
硬
直
化
を
招
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地
方
債

の
残
高
を
多
く
抱
え
、
高
水
準
の
公
債
費
負
担
が
継
続
し
、
地
方
交
付
税

制
度
の
改
正
や
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か

ら
、
財
政
の
硬
直
化
が
一
層
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運
営
は
新
た
に
策
定
し
た
「
中

期
財
政
運
営
方
針
」
に
基
づ
き
、
黒
字
決
算
の
維
持
・
継
続
を
図
る
た
め
、

歳
出
面
で
は
限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め

の
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
歳
入
面
で
は
、
市
税

収
入
の
確
保
を
は
じ
め
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や
創
意
工
夫
に
よ
る

新
た
な
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
方
創
生
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
は
じ
め
、
基
金
の
活
用
な
ど
、

そ
の
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、
ま

た
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
行
政
施
策
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、「
い
ち
ば
ん
の

ま
ち　

泉
佐
野
」
を
め
ざ
し
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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特集「施政方針・当初予算」

市民と協働し、すべてのひとが輝くまちづくり

令和2年度 今年度の主な取組

【地域共助・地域コミュニティ】
●上之郷地域におけるコミュニティ活動の拠点となる
「上之郷コミュニティセンター」の運営を開始します。
●地域の見守り力向上を図るため、青色防犯パトロール
を実施する団体などに対し、ドライブレコーダーの設置
を支援します。
●誰でも気軽に防犯活動に参加できる「ランニングパト
ロール（ランパト）」活動の支援を行い、防犯ボランティ
アの活性化、自主防犯意識の高揚、市民の安心感の醸成
を図り、健康増進にも寄与するよう努めます。
●「泉佐野市暴力団排除条例」「泉佐野市安全安心なま
ちづくりに関する協定」などに基づき、警察との連携強
化を図りながら、暴力団を排除し、犯罪のない、市民が
安心して暮らせるまちづくりの推進に努めます。
【人権・多文化共生】
●「泉佐野市人権教育推進計画」に基づき、市民や各種
関係団体との協働を強化します。
●市民一人ひとりの参加による人権行政施策を推進しま
す。
●「泉佐野市における部落差別撤廃とあらゆる差別をな
くすことをめざす条例」について、人権課題の多様化や
「人権三法」の趣旨を踏まえて見直しを行い、必要に応
じて改正します。
●総合生活相談では、相談者に寄り添った対応に努め、
体制の充実に努めるとともに、各相談機関と連携して総
合相談機能の充実を図ります。

●北部市民交流センター・南部市民交流センターについ
て、人権・教育・文化の複合施設として各機能の更なる
強化を図りながら事業を展開します。
●「非核平和都市宣言」のもと、人権・平和意識の高い
社会環境の形成に努めます。
●男女共同参画社会の実現に向け、総合的に取り組みま
す。
●ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラ
スメントなどの相談対応やその防止・啓発に努めます。
●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）や女
性の就労継続が整えられるように努めます。
●多文化共生社会の実現に向け、外国の文化などの多様
性を認め、言語、宗教、生活習慣などの違いを正しく理
解し、尊重することの重要性の認識を深める取り組みを
推進します。

【消防・防災】
●近年の災害の教訓を生かし、防災に関する様々な分野
の施策を総合的かつ計画的に進め、災害に強い強靭なま
ちづくりを進めます。
●南中地区に、消防団車庫および防災備蓄倉庫の機能を
備えた施設を建設するとともに、資器材搬送車の配備を
行います。
●消防団の技術向上を図るとともに、必要な資機材の整
備を行います。
●地域防災拠点で緊急避難場所となる泉佐野南部公園へ
の重要アクセス道路であります、府道新家田尻線の拡幅
および大正大橋の架け替え事業について、今年度より業
務に着手します。
【環境衛生・環境保全】
●墓地について、施設の老朽度や緊急性を考慮した補修
整備に努めるとともに、区画墓地および合葬式墓地の円
滑な運営に努めます。
●今年度より大阪府から権限移譲となった「大気汚染防
止法」関係事務について、関係機関との連携のもと、事
業者などへの啓発および指導の徹底に努めます。
●4月1日から施行した「泉佐野市土砂埋立て等の規制
に関する条例」に基づき、土砂埋立てなどの適正化を図
り、災害の防止および生活環境の保全に努めます。
●設立した「一般財団法人泉佐野電力」および「一般財
団法人泉佐野ガス」から、市内公共施設への電気と都市
ガスの販売を進めます。
【廃棄物処理】
●「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」「泉佐野市分別

収集計画」および「生活排水処理基本計画」に基づき、
適正なリサイクルと資源循環の推進に努めます。
●「泉佐野市プラスチックごみゼロ宣言」に基づき、エ
コバックのイベントなどでの配布を通じた啓発活動によ
り、プラスチックごみの削減に努めます。
●新ごみ処理施設の建設に向けて取り組みます。
●し尿および浄化槽汚泥処理事務委託を熊取町から受け
入れる準備を進めます。
【生活安全】
●アポ電という新たな手口の悪質商法などの被害が多発
しており、消費生活センターの認知度向上と、その機能
の強化・充実を図ります。
●増加している高齢者の運転による事故防止を目的に、
高齢者への運転免許証の自主返納促進奨励として、泉佐
野地域ポイント「さのぽ」の付与を引き続き行います。
●高齢者自転車安全講習会に参加された人に、自転車ヘ
ルメットと夜間に反射するマフラータオルの配布を継続
するなど、交通安全対策や交通事故の撲滅に向けた取組
を進めます。

安全でひとと環境にやさしいまちづくり
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【子ども・子育て】
●「いずみさの子ども未来総合計画」を着実に遂行し、「豊
かに成長できる　子育てのまち　いずみさの」の実現に
向けて、子育て支援施策の充実に努めます。
●市内施設を利用する市内在住園児の「給食費の無償化」
を実施し、保護者の負担軽減を図ります。
●「泉佐野市立児童発達支援センター」を地域の中核的
な療育施設として、サービスの充実に努めます。
●生活や遊びの場の提供および適切な指導により、保護
者が安心して仕事と子育ての両立ができるよう、その支
援に努めます。
●養育費や就労などの相談対応を強化し、ひとり親の自
立支援に努めます。
●支援が必要な産婦へのデイサービスや宿泊型の産後ケ
ア事業を推進するため、さらなる周知に努めるとともに、
「母子保健法」の改正をふまえ、改善に向けての検討を
進めます。
【学校教育】
●ALT（外国語指導助手）を2人増員し、各中学校区に
1人の5人体制とするなかで、小学校の外国語活動およ
び外国語科の授業の充実が図れるよう支援します。
●小学校のプログラミング教育について、関係機関と一
層の連携を図ることにより、教職員による適切かつ効果
的な指導がなされるよう支援します。
●急速に進む教育のICT化に対応できるよう、学校内の
通信ネットワーク環境の整備を進めます。
●いじめの問題の克服に向け、「学校いじめ防止基本方
針」に沿って、各小中学校が、保護者や地域住民などと
協働しながら、実効性のある取組を進めることができる
よう、必要な支援に努めます。
●「泉佐野市小中一貫教育基本方針」に沿った取り組み
を円滑に進めることができるよう、全中学校に市費講師
各１人を配置するなど、必要な支援に努めます。
●海外への見識や語学力の向上のみならず、自国と異な

る文化や考え方を尊重する心や態度を育むことを目的と
して、昨年友好提携都市となったベトナム社会主義共和
国ビンディン省へ生徒などを派遣する「友好交流事業」
を今年度より実施します。
●就学援助について、すべての援助費目を国基準に引き
上げ、経済的理由によって就学が困難な児童生徒の就学
奨励に努めます。
●学校における働き方改革について、出退勤システムや
校務支援システムなどにより、教職員が児童・生徒の指
導に専念できる時間を確保しつつ、長時間勤務の緩和を
図ります。
●年次的に実施してきた学校プール整備事業は、新たに
４校で着工するほか、第一小学校については、市民プー
ルとして整備事業を開始します。
●学校の体育館および武道場の空調機器の設置について
は、熱中症対策のみならず、避難所としての環境改善に
必要不可欠であることから、年次的に設置を行っていま
すが、今年度は計6校の体育館、武道場に設置します。
●学校教育に支障のない範囲で施設開放の拡大を図るた
め、今年度は佐野中学校グラウンドに夜間照明設備を設
置します。
【生涯学習・スポーツ】
●長南公民館に約15台分の駐車場を拡張整備し、利便
性の向上と避難所としての機能の充実を図ります。
●南海「泉佐野」駅前において、第1・3木曜日の早朝
の時間帯に、移動図書館「いちょう号」による図書貸し
出しと、同駅敷地内に図書返却ポストを設置する新たな
サービスを試行します。
●市民総合体育館・健康増進センターについて、老朽化
した設備の更新など、安全で快適なスポーツ環境の確保
に努めます。
●文化会館について、指定管理者と連携し、引き続き市
民参加型事業を中心としながら自主事業の充実および市
民満足度の向上に努めます。

ひとを豊かに育むまちづくり

特集「施政方針・当初予算」

【地域福祉】
●地域のあらゆる住民が、「自助」・「互助」の役割を果
たしながら「我が事」として地域活動に参画し、地域を
共に創っていく「地域共生社会」の実現をめざすため、「第
３次地域福祉計画」の策定に取り組みます。
●支え合いの仕組みづくりの中心となる小地域ネット
ワーク活動などを基盤とした地域福祉のより一層の充実
に取り組みます。
●生活圏域である中学校区毎に地域型包括支援センター
の設置を進めます。
●広域連携のメリットを生かした福祉サービスの向上に
取り組みます。
【高齢者福祉】
●高齢者が安心して暮らせる、そして健康で生きがいを
感じることのできるまちづくりに努めます。
●住まい・医療・介護・予防・生活支援サービスが一体
的に提供される地域包括ケアシステムの深化・推進を図
ります。
●介護予防・日常生活圏域ニーズ調査などを踏まえ、「第
８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画」を策定し、
適切な事業運営に努めます。

【障害者福祉】
●障害のある人やその家族が住み慣れた地域で安心して
生活できるよう、「第４次障害者計画・第６期障害福祉
計画」の策定に取り組み、相談支援体制を充実させると
ともに、必要とされる障害福祉サービスを確保し、障害
者施策の推進に努めます。
【健康・医療】
●市民一人ひとりが主役となり、健康寿命の延伸を図る
ため、「第２次健康増進計画・食育推進計画」にもとづき、
健康を支える環境づくりを進めます。
●新たに乳幼児のロタウイルス予防接種の定期接種化を
行うなど、さらなる感染症予防を図ります。
●りんくう総合医療センターと地元医師会・医療機関や
行政機関との連携を推進し、地域全体での効率的な医療
の提供を推進できるように努めます。
●母子医療や救急医療体制の充実に努め、安心して医療
を受けられるための支援を行い、健康を支える環境づく
りを推進します。
●泉州南部初期急病センターについて、地域医療機関な
どの協力のもと、初期救急医療の提供に努めます。

すこやかで、ひとがつながり支え合うまちづくり
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特集「施政方針・当初予算」

【観光】
●日本版DMO候補法人である（一社）泉佐野シティプ
ロモーション推進協議会と連携し、地域の多様な関係者
と協同して観光振興を推進します。
●外部の専門的人材を招聘し、観光地経営を担う人材や
地域資源の魅力をしっかりと発信できる人材を育成しま
す。
●ナイトタイムエコノミー推進に向けた夜市の開催や
（仮称）りんくう野外文化音楽堂整備の着手など、地域
経済の活性化に寄与する取り組みを推進します。
●広域連携によるそれぞれに特性のある恵まれた地域資
源を活用した魅力の創出により、実りのある広域周遊・
タビナカ・寄り道観光を促進します。
●日本遺産日根荘推進協議会を主体とした事業として、
専門ガイドの育成、講演会や展示などによるPR活動お
よび情報発信・普及啓発活動に取り組みます。
●「世界にもっとも近い日本遺産のあるまち」として、
国内はもとよりインバウンドの集客を図るため、構成文
化財周辺の駐車場やトイレなどの整備に着手します。
●「歴史館いずみさの」の一部を、「日本遺産ガイダン
スセンター」として再整備を行います。
【国際化】
●既に友好都市提携を結んでいる都市とは、友好代表団
の相互訪問などを通じて交流を深めるとともに、友好関
係にある他の海外都市とも友好都市提携をめざします。
●友好都市との交流事業について、ウガンダ共和国グル
市へ救急車両を寄贈するなどの国際協力活動も実施しま
す。
●りんくうタウンにおいて、インバウンドの受入環境の
整備促進に努めながら、さらなる賑わい創りを図ります。
●地域のMICE関連事業者が参画する協議会「KIXりんく

うMICEクラスター」の設立など、国際会議やイベント
などのMICE誘致および受け入れ体制の強化に積極的に
取り組み、国内外の観光客の周遊性や利便性を向上させ、
さらなる国際化および地域経済の活性化を推進します。
【産業】
●ため池の整備改修並びに老朽化した水路の整備などの
土地改良事業を推進します。
●中心市街地の活性化とそのエリアマネジメントに取り
組むまちづくり企業「バリュー・リノベーションズ・さ
の」を核として、行政と商店街をはじめとする関係者が
連携し、課題解決と歴史文化の面影を残した街並みを生
かしたまちづくりを推進します。
●泉佐野地域ポイント「さのぽ」の利便性を高めること
により、更なる利用者拡大に努めるとともに、地域経済
の循環に繋がるまちの活性化を推進します。
●「泉州タオル」の生産量日本一に向け、業界、産官学
との連携をより一層推進し、効果的なプロモーションに
取り組みます。
【雇用・労働】
●都市間連携による就労支援カレッジ事業を実施し、さ
らなる深化を図ることにより、きめ細やかな就労支援お
よび雇用の底上げに取り組みます。
●事業所などが外国人材を受け入れるにあたり、安定的
かつ持続的な事業活動などに対して必要な支援を行うこ
とと、労働環境などの整備を目的として、（仮称）外国
就労者受入サポートセンターの設置に向けて取り組みま
す。
●女性などの活躍推進を図るため、テレワークや時短勤
務などの働き方改革の推進と、自分に合った働き方が可
能な起業をサポートします。

地域の強みを生かし、賑わいを創り出すまちづくり

◀日本遺産 中世日根荘の姿を
今に伝える大木の農村風景

商店街
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【挑戦的な自治体経営】
●泉佐野が「住みたいまち、住んでよかったまち」とな
るため、地域資源の活用、交流促進、定住促進を推進し
ます。
●プロモーションビデオを作製し、本市の魅力を多方面
に発信するとともに、交流人口の増加などにつなげます。
●東京事務所について、その諸活動に加えて関係人口の
創出・拡大にも注力します。
●観光情報や生活情報、緊急時の災害情報などを多言語
で提供するホームページを運用します。
●泉州地域における都市制度勉強会を立ち上げ、「連携
による自治体経営」が必要であるとの共通認識のもと、
持続可能で自立性の高い自治体経営の構築についての研
究・協議に取り組みます。
【財政基盤の確立】
●安定した財政基盤を確立するため、地方債残高の減少
に努めます。
●遊休財産の積極的な売却、ネーミングライツなどの税
外収入の確保に加え、新たな財源の創出に努めます。
●地方公会計制度により、財政状況の多角的な分析を推
進し、健全な財政運営を行います。

【進行管理】
●多様な手段で市民ニーズを的確に把握し、市政に反映
できるよう広聴活動の充実を図ります。
●「広報いずみさの」やホームページ、ケーブルテレビ
の行政情報番組「さのテレ！」などを通じて、わかりや
すい情報を積極的に発信します。
●デジタルサイネージを本庁玄関前に設置することによ
り、来庁者へ時宜に応じた情報を提供します。
●各施策において重要業績評価指標（KPI）を定め、行
政評価システムを活用し、機能的な市政運営に努めます。
●進行管理を分かりやすく市民に示すことで行政の透明
性の向上を図り、説明責任を果たします。

総合計画の実現に向けて

【道路・交通】
●都市計画道路泉佐野土丸線は、用地買収から事業着手
しており、早期完了をめざして事業を推進します。
●都市計画道路熊取駅西線、熊取駅西1号線は、今年度
末の完成をめざして事業を推進します。
●関西国際空港と京奈和自動車道を結ぶ「京奈和関空連
絡道路」の早期実現に向け、取り組みます。
●安全で快適に道路が利用できるよう、地域産業の活性
化やインバウンド観光の一つの環境整備として、道の駅
の設置に向けた取り組みを進めます。
【公園・緑地】
●公園施設の適正な維持管理に努めます。
●老朽化した公園施設の安全確保や公園の活性化を目的
とした、公園施設の改修や修繕、公園の再整備を進めま
す。
●末広公園について、バックネットやナイター照明など
の老朽化した運動施設の改修や公園駐車場の整備を行い
ます。
●泉佐野南部公園と府営泉佐野丘陵緑地などを結ぶ樫井
川沿いの河川管理道路を利用し、河川の景観を生かした
散策道など、地域と融合した空間形成をめざした「かわ
まちづくり計画」に基づく事業を推進します。
【上下水道】
●「安全」「持続」「強靭」を理念として、安全で良質な
水を安定的に供給し、健全な経営を行うとともに、自然
災害に強い水道をめざし事業運営を行います。
●耐震化されていない浄水施設などの耐震診断を2ヵ年
かけて実施し、災害に強い水道施設の構築を図ります。
●水道水の安全性を強化するため、市内給水の末端部に
24時間連続で水質監視が可能なIoT技術を活用した給水
水質モニターの整備に着手します。
●水需要の低下傾向にあるなか、より効率的で効果的な
事業運営をめざし、事業経費の縮減を図るとともに、適
切な債権管理と滞納整理などにより、収入の確保に努め
ます。

●今後の雨水対策に活用するため、豪雨時の浸水シミュ
レーションを2ヵ年かけて行い、内水浸水想定区域図な
どを作成します。
●下水道事業において、「地方公営企業法」を適用し、
より効率的・効果的な事業運営をめざすとともに、「公
共下水道事業経営戦略」を新たに策定し、経営基盤の強
化に努めます。
【住宅】
●「住宅総合助成事業」について、制度を見直し、町会・
自治会加入を追加条件として、地域ポイント「さのぽ」
の付与制度で実施します。
●「住宅リフォーム助成制度」について、補助対象とな
る住宅を拡充し、補助金額を見直したうえで実施します。
●宅地建物取引業者に対する老朽家屋・不良住宅除却工
事の補助制度を、今年度末を期限に実施します。
●まちなみの形成を阻害している空家住宅の除却工事費
の補助制度を新たに創設します。
●市営団地住宅の整備について、社会情勢などの変化に
よりPFIによる建替事業から、市直営による建替事業へ
その手法を見直します。
●市営住宅の整備について、耐震性が低く、浴室の無い
住棟の建替事業に着手します。
【市街地整備】
●社会状況の変化などを踏まえ、駅周辺の用途地域を見
直し、高度利用を図る用途に変更するとともに、引き続
き市域全体の都市計画の見直しを行います。
●熊取駅西地区は、良好な市街地の形成を大阪府や熊取
町と連携しながら進めます。
●泉佐野東駅前交通広場の立体利用により、駅周辺の活
性化を誘導します。
●泉佐野丘陵緑地について、現在、大阪府が府営公園と
して整備を進めておりますが、地域経済の活性化を図る
ため、土地利用方針を産業用地へと抜本的に見直すよう、
大阪府に強く働きかけます。

快適で住みやすいまちづくり

特集「施政方針・当初予算」
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一
般
会
計
予
算
の
特
徴

　

〜
実
質
的
に
は
、
対
前
年
度
比
5
億
8
千
8
百
万
円
（
1.1
％
）
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
5
次
泉
佐
野
市
総
合
計
画
の
推
進
〜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
先　

行
財
政
管
理
課

　

令
和
2
年
度
の
当
初
予

算
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
収

入
が
な
い
中
で
も
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
改
革
の
取
組

を
継
続
し
つ
つ
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
令
和
元
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
第

5
次
泉
佐
野
市
総
合
計
画
」

を
計
画
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
教
育
環
境
や
住
民
の
生
活
基
盤
の

整
備
に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
各
分
野
で
基
金
活
用
に
よ
る
事
業

推
進
を
図
る
も
の
と
し
、
投
資
的
経
費
は
継
続

事
業
で
あ
る
泉
佐
野
土
丸
線
・
熊
取
駅
西
地
区

整
備
や
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
整
備
事
業
に
加

え
、
小
・
中
学
校
体
育
館
・
武
道
場
の
空
調
整

備
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
事
業
を
予
算
計
上
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
政
策
経
費
と
し
て
、「
教
育
」

で
は
、
市
内
5
小
学
校
・
1
中
学
校
の
プ
ー
ル

整
備
事
業
に
加
え
、
佐
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
夜
間
照
明
整
備
と
「
関
空
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」

を
活
用
し
た
小
学
校
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
体
験
学

習
、「
支
え
合
い
・
福
祉
」
で
は
中
学
校
区
毎
の

地
域
型
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
、「
防
災
」
で

は
、
消
防
団
南
中
分
団
車
庫
の
建
替
お
よ
び
防

災
備
蓄
倉
庫
の
併
設
、「
生
活
基
盤
」
で
は
、
鶴

原
団
地
住
宅
お
よ
び
上
田
ヶ
丘
団
地
住
宅
の
建

替
事
業
の
推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
で
は
、
中
期
財
政
運
営

方
針
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
地
方
債
残
高
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

一般会計 歳入
539億7,455万円

諸収入
 38億7,203万円（7.2％）

使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・使用料および手数料・分担金および負担金・繰入金・
財産収入・寄附金財産収入・寄附金 70億3,467万円（13.0％） 70億3,467万円（13.0％）

地方交付税・譲与税・交付金地方交付税・譲与税・交付金
46億8,707万円（8.7％）46億8,707万円（8.7％）

市債 市債 
  56億4,990万円  （10.5％）56億4,990万円  （10.5％）

市税市税
213億5,086万円 213億5,086万円 
（39.5％）（39.5％）

国・府支出金国・府支出金
 113億8,002万円（21.1％） 113億8,002万円（21.1％）

一般会計 歳出
539億7,455万円
（目的別） 

一般会計 歳出
539億7,455万円
（性質別） 

繰出金
  44億3,253万円（8.2％）44億3,253万円（8.2％）

人件費人件費 
60億5,260万円 （11.2％）（11.2％）

補助費など
 71億2,166万円 （13.2％） （13.2％）

積立金
 8億664万円（1.5％）

貸付金・維持補修費など
 38億3,521万円（7.1％）

扶助費扶助費
  122億4,542万円122億4,542万円
  （22.7％）  （22.7％）

公債費公債費
 77億4,321万円  77億4,321万円 
（14.3％）（14.3％）

物件費物件費
68億9,985万円（68億9,985万円（12.8％）12.8％）

衛生費衛生費
 58億5,278万円（10.8％） 58億5,278万円（10.8％）

教育教育費
 44億1,523万円（8.2％）

消防費
13億4,471万円（2.5％）

議会費
 2億9,759万円（0.6％）

普通建設事業費
 48億3,743万円（9.0％）

諸支出金諸支出金・農林水産業費・・農林水産業費・
商工費・商工費・労働費・予備費労働費・予備費
 18億4,532万円（3.4％） 18億4,532万円（3.4％）

民生費民生費
189億189億

5,357万円5,357万円
  （35.1％）  （35.1％）

公債費公債費
77億4,321万円 （14.3％）77億4,321万円 （14.3％）

土木費費
  53億2,471万円 （9.9％）53億2,471万円 （9.9％）

総務費総務費
 81億9,743万円 81億9,743万円 
 （15.2％） （15.2％）

会 計 名 令和2年度（万円）令和元年度（万円）比較増減（万円）比率(%)
一般会計 539億7,455 516億9,062 22億8,393 104.4
繰上償還および借換債除く（＊1・2） 508億6,455 514億5,222 △5億8,767 98.9

国民健康保険事業特別会計 111億3,142 108億　870 3億2,272 103.0
下水道事業特別会計 0 57億9,391 △57億9,391 皆減

前年度繰上充用金および借換債除く（＊2・3） 0 54億6,391 △54億6,391 皆減
公共用地先行取得事業特別会計 12億6,312 7億6,185 5億  127 165.8
繰上償還除く（＊1） 0 0 0 －

介護保険事業特別会計 92億1,790 87億3,596 4億8,194 105.5
後期高齢者医療事業特別会計 13億   660 12億3,933 6,727 105.4
病院事業債管理特別会計 23億9,688 23億3,971 5,717 102.4
りんくう公園事業特別会計 1億9,676 8億6,813 △6億7,137 22.7
水道事業会計 45億9,458 43億5,254 2億4,204 105.6
下水道事業会計 83億7,024 0 83億7,024 皆増
　借換債除く（＊2） 80億1,908 0 80億1,908 皆増

合　　　　計 924億5,205 865億9,075 58億6,130 106.8

各

会

計

予

算

（＊1）繰上償還…利子負担軽減のために償還を繰り上げて行うもの
（＊2）借換債…満期時に一部を借り換えするもの（＊3）前年度繰上充用金…前年度の赤字見込額
※これらを除いたものが実質的な予算規模になります。なお、令和2年度から下水道事業特別会計は
地方公営企業法を適用し、公営企業会計の下水道事業会計となります。

令和2年度当初予算 総額 924億5,205万円令和2年度当初予算 総額 924億5,205万円

一般会計歳入・歳出の内訳

特集「施政方針・当初予算」
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月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

4

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/
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■関西国際空港アクセス検索ツール■関西国際空港アクセス検索ツール
「 KIX ACCESSMOOTHIE」「 KIX ACCESSMOOTHIE」

　空港へ向かう時や、空港からホテルや観光地などの目的　空港へ向かう時や、空港からホテルや観光地などの目的
地へ出発の時、アクセス方法で迷ったことはありません地へ出発の時、アクセス方法で迷ったことはありません
か？関西国際空港のホームページでは、アクセス検索に便か？関西国際空港のホームページでは、アクセス検索に便
利な「KIX ACCESSMOOTHIE(キックス アクセススムー利な「KIX ACCESSMOOTHIE(キックス アクセススムー
ジー )」をご利用いただけます。ジー )」をご利用いただけます。
　鉄道・バス・高速船・タクシーなどの経路検索が行える　鉄道・バス・高速船・タクシーなどの経路検索が行える
サービスで、所要時間や運賃を確認することができます。サービスで、所要時間や運賃を確認することができます。
　また、鉄道・バス・高速船・連絡橋の運休や遅延など、　また、鉄道・バス・高速船・連絡橋の運休や遅延など、
リアルタイムな情報もご案内しています。空港をご利用のリアルタイムな情報もご案内しています。空港をご利用の
際はぜひご活用ください。際はぜひご活用ください。
ご利用はこちら→ご利用はこちら→https://visit.jorudan.co.jp/kix/https://visit.jorudan.co.jp/kix/

５
月
14    日
〜
20    
日

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
問
題
啓
発
週
間　

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
を
や
め
た
く
て

も
や
め
ら
れ
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
依

存
症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
阪
府
こ

こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

５
月
か
ら
第
２・
４
土
曜
日
も
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
依
存
症
は
回
復
が

十
分
可
能
な
病
気
で
す
。
本
人
や
家

族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
☎
06
・
６
６
９
１・
２
８
１

８
）

▲相談窓口
QRコード

5
月
25
日
〜
31
日

脳
卒
中
週
間

　

脳
血
管
疾
患
は
、
泉
佐
野
市
の
死

因
（
平
成
29
年
度
）
の
第
4
位
を
占

め
て
お
り
、
発
症
後
の
後
遺
症
に
悩

む
人
も
多
く
、
要
介
護
と
な
る
原
因

や
社
会
的
な
負
荷
の
極
め
て
大
き
な

疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
危
険
因
子

と
な
る
糖
尿
病
や
高
血
圧
の
予
防

や
、
健
診
や
日
々
の
生
活
で
の
血
圧

5
月
1
日
〜
7
日
は
憲
法
週
間

　

5
月
3
日
の
「
憲
法
記
念
日
」

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
昭

和
22
年
5
月
3
日
に
、
今
の
「
日
本

国
憲
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

憲
法
は
、
国
家
の
権
力
の
濫
用

や
脈
の
測
定
を
行
い
、
異
常
を
早
期

に
発
見
し
て
対
応
す
る
な
ど
の
予
防

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
一
人

が
で
き
る
予
防
に
、
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
！ 

問
合
先　

健
康
推
進
課

5
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」

　

宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る

と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は
尊
い
人

命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理

な
積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著

し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨
な

ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て

起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ

る
災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地

災
害
を
な
く
そ
う
と
い
う
目
的
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど
宅
地

防
災
に
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し
て
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
宅
地

造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な
ど
に
お
け

る
造
成
地
の
防
災
工
事
の
安
全
性
な

ど
に
つ
い
て
点
検
、指
導
を
し
ま
す
。

●
宅
地
防
災
技
術
研
修
会

　

宅
地
造
成
事
業
者
、
設
計
者
な
ど

を
対
象
に
宅
地
防
災
に
関
す
る
技
術

研
修
会
を
5
月
下
旬
に
開
催
し
ま

す
。詳
し
く
は
、府
建
築
指
導
室
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
も
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

ぐ
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
必
要
な

と
き
は
早
急
に
適
切
な
処
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
石
垣
、
擁
壁
に
亀
裂
な
ど
は
入
っ

て
い
な
い
か
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水

が
し
み
出
し
て
い
な
い
か

●
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き
穴
か

ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
る
か

●
地
盤
は
沈
下
し
て
い
な
い
か

●
排
水
の
溝
に
泥
な
ど
が
つ
ま
っ
て

い
な
い
か

※
詳
し
く
は
府 
建
築
指
導
室
発
行

の｢

石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う

壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル｣
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
府 

建
築
指
導
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

相
談
・
問
合
先　

●
都
市
計
画
課
（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

駅
ビ
ル
東
棟
2
階 

☎
４
４
７
・
８
１

２
４
）

●
府 

審
査
指
導
課
（
☎
06
・
６
２

１
０
・
９
７
２
２)

を
防
ぎ
、
国
民
の
権
利
や
自
由
を
守

る
た
め
の
も
の
で
す
。
憲
法
第
11
条

に
は
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的

人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的

人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来

の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
。
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
人

間
と
し
て
自
由
に
幸
福
に
生
き
て
い

く
た
め
に
憲
法
が
あ
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
憲
法
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課
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yujifuku
テキストボックス
各イベントなどの開催状況については、担当課・主催者などへ問い合わせてください。



放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

放
火
に
よ
る
火
災
件
数
は
、
こ
れ

ま
で
の
放
火
防
止
対
策
の
取
組
効
果

で
、
平
成
21
年
で
は
１
１
，
２
０
５

件
、
平
成
30
年
で
４
，
７
６
１
件
と

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
火
災
原
因
の
上
位
で
あ
る
こ
と
に

か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

放
火
は
、
人
が
故
意
に
火
を
点
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
傾
向
を
知
り
対
策
を
講
じ
、「
自

分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
が
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
地
域
ぐ
る
み

で
、
放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
放
火
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

●
門
や
通
用

口
、
物
置
、

車
庫
な
ど
の

ド
ア
は
施
錠

す
る

●
外
灯
な
ど
を
設
置
し
、
夜
間
も
家

の
周
り
や
駐
車
場
を
明
る
く
す
る

●
郵
便
受
け
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
は
必

ず
屋
内
に
取
り
込
む

●
ご
み
は
、
指
定
の
収
集
日
に
出
す

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９
・
０
８
８
６
）

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
」

共
同
購
入
参
加
者
募
集

　

府
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
を
府
民
み
ん
な
で
お
ト
ク
に
購
入

す
る
共
同
購
入
の
参
加
者
の
募
集
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
に

使
う
電
気
を
自
宅
の
屋
根
で
発
電
で

き
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
そ
し
て
発
電

し
た
電
気
を
夜
間
も
有
効
に
活
用
し

災
害
時
に
も
役
立
つ
蓄
電
池
。
こ
の

機
会
に
お
ト
ク
に
購
入
し
ま
せ
ん

か
？
（
府
内
各
地
で
説
明
会
開
催
予

定
）

参
加
登
録
・
募
集
期
間　

６
月
30
日

㈫
ま
で

申
込　

お
お
さ
か
み
ん
な
の
お
う
ち

に
太
陽
光
事
務
局
（
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
6
時
）
に

０
１
２
０
・
７

５
８
・
３
０
０ 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

か
ら
は
０
５
７
０
・
０
７
５
・
３
０
０

ま
た
は
専
用W

EB

サ
イ
ト
（https:
//group-buy.jp/solar/osaka
/hom

e

）
へ

問
合
先　

大
阪
府
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
課
（
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
06
・

６
２
１
０
・
９
２
５
４
）

▲ホームページ
QRコード

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

一
時
停
止 

の
お
知
ら
せ

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

5
月
2
日
㈯
〜
6
日
㉁

サ
ー
ビ
ス
の
再
開
予
定　

5
月
7
日

㈭ 

午
前
6
時
30
分
〜 

停
止
内
容　

戸
籍
全
部
事
項
・
個
人

事
項
証
明
書
、戸
籍
の
附
票
の
写
し
、

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
税

証
明

問
合
先　

市
民
課

就
学
相
談
全
体
会

　

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
に
際
し
、

子
ど
も
の
こ
と
で
不
安
を
持
っ
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈭

●
小
学
校
：
午
後
２
時
〜

●
中
学
校
：
午
後
３
時
30
分
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル 

マ

ル
チ
ス
ペ
ー
ス

内
容　

支
援
学
級
・
支
援
学
校
・
個

別
の
就
学
相
談
の
流
れ
な
ど

対
象　

来
春
、
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
年
齢
の
児
童
の
就
学
に
つ
い

て
、
相
談
を
希
望
す
る
保
護
者

問
合
先　

学
校
教
育
課

※
申
込
不
要

〜
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を
〜

檀
波
羅
公
園
墓
地

使
用
の
み
な
さ
ん
へ

　

檀
波
羅
公
園
墓
地
（
区
画
墓
地
）
の

使
用
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
が
生
じ
た

時
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
変

更
し
た
と
き

●
使
用
許
可
証
を
紛
失
し
た
と
き

●
お
墓
に
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
と
き
、

お
墓
か
ら
焼
骨
を
改
葬
す
る
と
き

●
墓
地
を
市
へ
返
還
す
る
と
き

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

第
２
次
泉
佐
野
市

健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画
策
定

　

全
て
の
市
民
が
健
康
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
、
健
康
や
健

康
づ
く
り
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
健

康
づ
く
り
の
実
践
に
努
め
、
個
人
・

地
域
・
行
政
・
社
会
が
つ
な
が
り
、

環
（
わ
）
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、

新
た
に
令
和
2
年
度
か
ら
の
6
ヵ
年

を
計
画
期
間
と
し
た
健
康
づ
く
り
と

食
育
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く

「
第
２
次
泉
佐
野
市
健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

個
人
や
家
庭
、
地
域
、
学
校
や
行

政
に
お
い
て
、
健
康
を
支
え
る
食
習

慣
・
食
育
、
身
体
活
動
・
運
動
、
休
養
・

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
、
た
ば
こ
対

策
、
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
、
歯
と
口
の

健
康
づ
く
り
、生
活
習
慣
病
の
予
防
・

早
期
発
見
と
重
症
化
予
防
、
地
域
で

取
り
組
む
健
康
づ
く
り
の
8
つ
の
分

野
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
理
念　

健
康
な
ま
ち 

い
ず
み
さ
の 

〜
み
ん
な
で
つ
な
ぐ 

健
康
づ
く
り

と
食
育
の
環
（
わ
）
〜

基
本
目
標　

健
康
寿
命
の
延
伸

取
組
の
基
本
方
針

●
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防

●
健
康
を
支
え
、
守
る
た
め
の
社
会

環
境
の
整
備

●
健
康
づ
く
り
と
食
育
の
一
体
的
推

進問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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（
＊
）
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
条
件

●
戸
建
住
宅
で
あ
る
こ
と

●
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
確

認
済
証
の
あ
る
も
の

●
仲
介
業
者
と
の
媒
介
契
約
（
売

買
・
賃
貸
借
）
が
締
結
さ
れ
て
い

る
も
の

※
「
専
属
専
任
媒
介
」・「
専
任
媒

介
」
に
限
る

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
受
付

　

指
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
受
付
場
所
・
時
間
】

●
都
市
計
画
課
（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

事
務
所
）
…
令
和
4
年
３
月
31
日
㈭

ま
で
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
市
役
所
プ
レ
ハ
ブ
２
０
２
会
議
室

（
本
庁
舎
南
側
）
…
６
月
23
日
㈫
〜

７
月
17
日
㈮
（
７
月
６
日
㈪
・
10
日

㈮
除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

0
時
45
分
〜
3
時

※
受
付
期
間
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
2

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４)

住
宅
改
修
支
援
金
受
付
延
長

　

平
成
30
年
9
月
に
発
生
し
た
台
風

第
21
号
の
被
害
に
よ
る
住
宅
改
修
工

事
に
対
す
る
支
援
金
の
受
付
を
9
月

ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
2

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４)

住
宅
総
合
助
成
事
業

対
象

●
市
内
の
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建

替
え
る
人

●
新
築
住
宅
を
購
入
し
居
住
す
る

人
、「（
＊
）
泉
佐
野
市
空
き
家
バ
ン

ク｣

に
登
録
さ
れ
た
中
古
住
宅
を
購

入
、
ま
た
は
賃
借
し
、
居
住
す
る
人

に
助
成
。

※
売
買
契
約
日
（
請
負
契
約
日
）
か

ら
２
年
を
過
ぎ
た
も
の
は
対
象
外
。

ま
た
、
地
元
町
会
加
入
が
条
件

内
容　

泉
佐
野
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
さ
の
ぽ
」
に
地
域
ポ
イ
ン
ト
で

25
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
（
空
家
バ
ン
ク

を
賃
借
し
、
居
住
す
る
人
は
10
万
ポ

イ
ン
ト
付
与
）

※
連
携
金
融
機
関
に
お
い
て
住
宅

ロ
ー
ン
の
金
利
引
き
下
げ
制
度
あ
り

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
2

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４)

 

三
世
代
同
居
等
支
援
事
業

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
、
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
健
康
で
幸
せ
な
住
環
境
を
創
る

た
め
に
、
泉
佐
野
市
内
に
お
い
て
高

齢
者
世
帯
と
同
居
ま
た
は
、
近
居

（
直
線
距
離
で
お
お
む
ね
1.2
㎞
以
内
）

し
た
子
ど
も
世
帯
に
対
し
て
、
転
入

転
居
費
用
の
一
部
（
＊
）
を
限
度
額

10
万
円
と
し
、
助
成
し
ま
す
。

（
＊
）
転
入
転
居
日
か
ら
６
ヵ
月
以

内
の
申
請
が
対
象

【
転
入
転
居
費
用
と
は
】

●
持
家
の
場
合
…
住
宅
の
新
築
・
増

築
・
建
て
替
え
に
要
す
る
費
用
（
リ

フ
ォ
ー
ム
は
対
象
外
）
ま
た
は
中
古

住
宅
を
購
入
す
る
費
用

●
貸
家
の
場
合
…
賃
貸
借
契
約
に
要

す
る
費
用
（
敷
金
・
礼
金
・
権
利
金
・

仲
介
手
数
料
）

【
高
齢
者
世
帯
の
要
件
】

●
子
ど
も
世
帯
と
同
居
・
近
居
を
は

じ
め
た
時
点
で
、
す
で
に
1
年
以
上

泉
佐
野
市
内
に
居
住
し
て
い
る

●
65
歳
以
上
（
夫
婦
の
み
の
場
合
い

ず
れ
か
一
方
）
の
人
の
み
の
世
帯

●
外
国
籍
の
人
は
、
日
本
国
の
在
留

資
格
を
有
す
る
こ
と

【
子
ど
も
世
帯
の
要
件
】

●
子
ど
も
世
帯
の
世
帯
主
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
が
、
高
齢
者
世
帯
を
構
成

す
る
者
の
直
系
卑
属
（
子
）
で
あ
る

●
申
込
時
に
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
、
申
込
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
が

扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る

●
外
国
籍
の
人
は
、
日
本
国
の
在
留

資
格
を
有
す
る
こ
と

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

泉
佐
野
市
で
の
新
婚
さ
ん
の

新
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

令
和
２
年
３
月
以
降
に
入
籍
し
、

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
ご
夫
婦
の
新

居
の
住
居
費
・
引
越
し
費
用
を
対
象

に
補
助
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

5
月
15
日
㈮
以
降

に
子
育
て
支
援
課
へ

広　

告

広　

告
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空
家
等
除
却
工
事
補
助
事
業 

　

４
月
か
ら
、
地
域
の
安
全
・
安
心

か
つ
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
ち
な

み
の
形
成
を
阻
害
し
て
い
る
空
家
住

宅
の
除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

※
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
行
わ
れ

た
除
却
工
事
は
対
象
外

【
補
助
対
象
住
宅
】

　

１
年
以
上
使
用
の
実
態
が
無
い
住

宅
（
賃
貸
は
除
く
）
で
、
泉
佐
野
市

木
造
住
宅
除
却
工
事
補
助
金
交
付
制

度
の
対
象
と
な
ら
な
い
建
築
物

【
補
助
対
象
者
】

●
補
助
対
象
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

●
市
税
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
者

【
補
助
内
容
】

●
住
宅
除
却
工
事
費
用
の
一
部
で
最

大
65
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。（
除
却
工
事
費
用
が
65
万
円
未

満
の
場
合
は
そ
の
額
）

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
2

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４)

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

定
住
促
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
個
人
が
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
金
の
交
付
申
請
前
に
行
わ
れ

た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外

内
容

●
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
し
た
費
用
の

10
％
（
最
大
10
万
円
。
千
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
）

●
対
象
住
宅
お
よ
び
対
象
者
に
つ
い

て
は
１
回
限
り

対
象
者　

市
税
の
滞
納
が
無
く
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
す
る
人

対
象
住
宅　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

※
店
舗
・
事
務
所
な
ど
と
の
併
用
住

宅
に
は
、
対
象
者
の
居
住
部
分
に
限

耐震診断費用・耐震改修工事の一部を補助します
　泉佐野市では地震に備えた住宅の耐震化へ、工事費などの一部を補助します。

※事業開始は国および府の補助額確定後
問合先　都市計画課
　　　　（りんくうタウン駅ビル東棟2階 ☎447-8124)
※それぞれの受給には、条件がありますので事前に問い合わせてください。
補助件数は、予算の範囲内となります。

補助金 対象 金額

耐震診断

昭和56年5月31日以前に建築された木造住
宅（長屋、併用住宅および共同住宅を含み、
現に居住しているもの）で、耐震診断技術
者により耐震診断を実施するもの

耐震診断に要した費用
(1,100円/㎡を限度と
する)の11分の10で、
1戸当たり5万円限度

耐震設計

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて
建築され、耐震診断の結果、耐震性が不足
している木造住宅（長屋、併用住宅および
共同住宅を含み、現に居住しているか、改
修後、住もうとするもの。賃貸住宅は除く）

詳細はホームページに
掲載

耐震改修

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて
建築され耐震診断の結果、耐震性が不足し
ている木造住宅（長屋、併用住宅および共
同住宅を含み、現に居住しているか、改修
後、住もうとするもの。賃貸住宅は除く）で、
耐震設計を行った後、改修することにより
耐震性が確保されること

詳細はホームページに
掲載

住宅改造 耐震改修補助による耐震改修工事と同時に
同一棟で実施する住宅リフォーム工事

詳細はホームページに
掲載

住宅除却

昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて
建築され、耐震性が不足していると判定さ
れた木造住宅（長屋、併用住宅および共同
住宅を含み、現に居住しているもの。賃貸
住宅は除く）。または、住宅改良法に規定の
ある不良住宅であること

1戸（長屋、共同住宅
は1棟）当たり80万円
限度で、限度額未満の
場合はその額

り
、
共
同
住
宅
は
対
象
者
の
居
住
専

用
部
分
に
限
る

●
申
請
日
に
お
い
て
、
10
年
以
上
居

住
し
て
い
る
住
宅

●
市
内
で
築
５
年
以
上
で
、
建
築
基

準
法
第
６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
が
居
住
ま
た
は
こ
れ

※
泉
佐
野
市
内
の
施
工
業
者
と

は
、
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
業
者
を
言
い
ま
す
。

　

法
人
の
場
合
は
法
人
番
号
、
個

人
業
者
の
場
合
は
印
鑑
証
明
書
の

住
所
で
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
許
可
が
必
要
と

な
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
業

許
可
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

か
ら
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
外
構
工
事
や
電
気
設

備
な
ど
の
購
入
は
対
象
外
）

問
合
先　

都
市
計
画
課

（
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
ビ
ル
東
棟
2

階 

☎
４
４
７
・
８
１
２
４)
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税務署からのお知らせ
振替納税ご利用の人へ
　令和元年分の申告所得税（および復興特別所得税）、
贈与税および個人事業者の消費税（および地方消費税）
の申告期限・納付期限について、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止の観点から、令和２年４月16日㈭ま
で延長しました。これに伴い、申告所得税および消費
税の振替納税を利用している人の振替日についても、
次のとおり変更しました。
振替納税をご利用の人の振替日
●令和元年分申告所得税および復興特別所得税

…令和２年５月15日㈮
●令和元年分個人事業者の消費税および地方消費税

…令和２年５月19日㈫
※振替納税を利用している人は、事前に預貯金残高を
確認してください。残高不足などで振替納税できなかっ
た場合には、各税目の納付期限の翌日から納付日まで
の日数に応じて、延滞税の納付が必要となる場合があ
ります。
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通

知
書
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

５
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
が
５
月
中
旬
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
（
土
地
・
家
屋
、償
却
資
産
）】

　

納
税
通
知
書
は
、
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
一
通
に
ま
と
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
地
・
家
屋
を
所
有
の

人
は
、
面
積
、
評
価
額
、
税
額
な
ど

を
記
載
し
た
課
税
資
産
明
細
書
も
添

付
し
て
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
】

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
た
「
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）」

は
、
検
査
受
け
時
に
使
え
ま
す
の
で
、

検
査
証
と
一
緒
に
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
人
に
は
、
振
替
終

了
後
に
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
税
証
明
書
欄
に
「
＊
」
が
入
っ

て
い
る
も
の
、
金
融
機
関
な
ど
の
領

収
印
が
な
い
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
税
務
課
で
納
税
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
納
め
る
人
へ
】

（
車
検
時
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
納

付
に
つ
い
て
は
領
収
証
書
、
納
税
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
至
急
必

要
な
場
合
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
窓
口

で
現
金
に
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

減免制度
【固定資産税】収入が少ない高齢者などが所
有する居住用資産（土地・家屋）のうち、
一定の要件を満たすものに減免制度があり
ます。詳しくは広報４月号をご覧ください。
申請期限　納期限（今年度第１期分は6月1
日㈪まで）
必要なもの　令和2年度納税通知書、印鑑、「個
人番号カード」または「本人確認書類（通知
カードと運転免許証など）」
【軽自動車税】次の軽自動車などには減免制
度があります。
●身体などに障害を有する人が所有している
●生計を同じくする人が所有し、身体などに
障害を有する人のために使用している
●専ら身体障害者などの利用に供するため
の構造のもの
申請期限　6月1日㈪
必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、運転
免許証、「個人番号カード」または「本人確
認書類（通知カードと運転免許証など）」
※番号法施行に伴い、各々の減免申請書に
「個人番号」（マイナンバー）の記載が必要
です。

市税は納期限内に納めましょう
【5月は固定資産税・都市計画税・軽自動車税の納期月です】
　第1期および軽自動車税の納期限は6月1日㈪です。
納付書裏面に記載の金融機関（銀行・農協・郵便局など）、
コンビニエンスストア、市役所などで、忘れずに納め
てください。
※口座振替で納付の場合は、通知書の税額が、指定口
座に残っているか確認してください。（領収書は送付し
ませんので、通帳記帳などで確認してください。）
●延滞金…納期限までに納税しない場合は、本来納め
るべき税額のほかに延滞金をあわせて納めていただく
ことになります。
●滞納が続くと…納期限までに納めた納税者との公平
を保つため、また、大切な市税を確保するために、滞
納している人の財産（不動産、預貯金、給料など）を
調査し、それらを差し押さえることになります。
【市税の納付は便利な口座振替で】
　市税の納期限日に、指定の口座から振り替えて納付し
ていただくことができます。納期ごとに納めに行く手間
が省け、納め忘れもなくなります。 ぜひ、便利な口座
振替をご利用ください。口座振替を希望する場合は、通
知書に同封する申込書記載の申込期限を確認して取扱金
融機関または税務課窓口に申し込んでください。

 　

税問
合
先　

税
務
課

よ
く
あ
る
疑
問
に
答
え
ま
す

【
固
定
資
産
税
】

Ｑ
．
今
年
、
固
定
資
産
税
が
急
に
高

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
？ 

Ａ
．
昨
年
度
と
比
べ
て
税
額
が
高
く

な
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
よ
く
あ
る
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
家
屋
の
新
築
後
何
年
か
経
っ
て
、

新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
の
適
用
期
間

が
切
れ
た
場
合
（
軽
減
期
間
：
一
般

住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

は
新
築
後
５
年
度
分
）

●
前
年
中
に
新
た
に
土
地
や
家
屋
を

取
得
し
た
場
合

●
土
地
の
現
況
が
変
わ
っ
た
（
農
地

を
宅
地
に
し
た
な
ど
）
場
合

　

口
座
振
替
で
納
め
る
人
に
は
金

融
機
関
か
ら
の
口
座
引
き
落
と
し

の
報
告
の
確
認
後
、
６
月
下
旬
に

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。
５

月
末
か
ら
６
月
下
旬
に
車
検
を
受

け
る
場
合
は
、
送
付
が
間
に
合
い

ま
せ
ん
の
で
、
前
年
度
の
納
税
証

明
書
を
使
用
し
て
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
車
検
を
受
け
る
か
、
軽
自

動
車
税
の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳

さ
れ
た
「
通
帳
」
を
税
務
課
窓
口

に
持
参
く
だ
さ
い
。
確
認
後
、
納

税
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

◇
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都市計画税って何ですか？
　都市計画税は、都市計画事業や土地区画整理事業に
要する費用に充てるために課税される目的税です。例
えば、街路や公園の整備、下水道の普及、駅前再開発
など、泉佐野市全体の都市環境を整備するために使わ
れています。
平成30年度都市計画税収入額…14億4,000万円

都市計画税の使いみち
　平成30年度は熊取駅西地区整備事業、下水道整備
のため下水道事業特別会計繰出金事業、都市計画事業
の公債費償還にそれぞれ充当しました。

大阪府からのお知らせ
～自動車税の納期限は6月1日㈪です～

　納税通知書裏面に記載の金融機関、大阪府内の郵便
局、コンビニエンスストア、府税事務所などで納めて
ください。
　また、パソコンやスマートフォンを利用したクレジッ
トカードでの納付や、府税の収納を扱う金融機関（ゆ
うちょ銀行を除く）のPay-easy（ペイジー）に対応し
ている方法による納付も可能です。
　さらに、スマートフォン決済アプリ「PayB」を利用
して納付することもできます。
　詳しくは、各金融機関や大阪府ホームページを確認
してください。     
問合先　大阪府自動車税コールセンター

（☎0570-020156）

アチョリ料理　　エマのおすすめ
問合先　自治振興課

　みなさん、お元気ですか。新型コロナウィルス感染症の大流行によ
り、世界は今大変な事態に直面しています。
　次のことを守って安全に過ごしましょう。
●人との適正な距離を保つ
●いつも石鹸で手を洗う
●不必要に顔をさわらない
●くしゃみや咳をする時はティッシュを使って口を覆う
●手や普段触れるところをアルコール入りの消毒剤で拭く
　体調が良くないとき、特に熱があるとき、インフルエンザ、咳が出
る時は外に出ないようにして専門家の指示に従ってください。
みなさんの健康をお祈りします。
　今日は私が大好きなアチョリ料理を紹介します。美味しくてあまり
手間も掛かりません。アチョリ語で「オレル キ ラヤタ」（スモークビー
フのペーストとさつまいも）と呼ばれ、作り方は下記のとおりです。

【ピーナッツペーストの作り方】
　ゴマとピーナッツを別々に約15分間炒る。ピーナッツの熱が取れたら皮
をむきゴマと混ぜ合わせ、挽くかたたいてなめらかなペースト状にする。
【スモークビーフペーストの作り方】
　牛肉をきれいな水ですすぎ、乾燥するまでスモークする。それを細かく刻
み、柔らかくなるまで茹で、味をみながら塩を加える。肉の汁気を切り、肉
汁にピーナッツペーストを加えよく混ざるまでかき混ぜる。その中に刻んだ
肉を入れさらにかき混ぜる。そのまま何
分か置く。さつまいもは皮をむき、洗っ
て茹 でる。ありがとうございました。

今月のルガンダ語
Dek（デク）：ご飯・食料
Cam（チャム）：食べる
Pii（ピー）：水

◀
国
際
交
流
員
の

　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
オ
チ
ョ
ラ

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

事業名 事業費 充当額(万円)
熊取駅西地区整備事業 41,903

144,000
下水道事業特別会計

繰出金事業 159,552

公債費償還事業(元金) 100,988
公債費償還事業(利子) 9,542

合計 311,985 144,000

II t y e  N i n i n gI t y e  N i n i n g
国際交流員エマ通信国際交流員エマ通信国際交流員エマ通信

（アチョリ語で「こんにちは」）（アチョリ語で「こんにちは」）（アチョリ語で「こんにちは」）
イティエ ニニン！イティエ ニニン！イティエ ニニン！

「大阪府域地方税徴収機構」による共同徴収
　平成27年度より大阪府域において「大阪府域地方税
徴収機構」が設置され、今年度は本市を含む府内35市
町と大阪府が市税・府税の共同徴収を実施しています。
　共同徴収の対象となられた人には順次、徴収機構へ
の「引継予告書」を送付し、府・市町職員による共同
徴収が実施されます。

▲牛肉のペースト、さつまいも、きびパン
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　　　　　　　泉佐野市国民健康保険加入のみなさんへ
特定健康診査を受けましょう！

（健康マイレージ対象　40～74歳は必須項目）
　特定健康診査を受診して自分の健康状態を知り、生活習慣病予防に役立てましょう。5月中旬頃、対象者に
特定健康診査を無料で受診できる受診券を郵送します。
※国民健康保険の資格を喪失した人、今年度中に人間ドックを受診した（受診予定含む）人は受診できません。
また、受診券の紛失や届かない場合は、問い合わせてください。
期間　受診券が届いた日～来年3月31日
対象　40～74歳の本市国民健康保険加入者
受診機関　受診券と同封の 一覧表にある医療機関（医療機関への予約が必要）。健診センター（市役所本庁舎南側）
などで実施する集団健診については、下表をご覧ください。
持ち物　国民健康保険証、特定健康診査受診券、前年度の健診結果（受けた人のみ）
問合先　国保年金課

健診場所　健診センター（市役所本庁舎南側）　※10月30日㈮のみ新町町会館
申込　各申込期間の午前8時30分～午後7時（日曜日、祝日、12月29日㈫～来年1月3日㈰除く）にフリー
ダイヤル 0120-188-489 聴覚障害者用Fax461-4571へ。インターネット申込はホームページ：https://
izumisano-sanokenkonavi.secure.forse.com/ （「さの健康なび」で検索）から

集団健診

問合先　国保年金課
※健診日は左表を参照。特定健
診のみの受診も可。定員になり
次第受付終了です。申込期間終
了後の予約変更・キャンセルも
申込時のフリーダイヤルへ。（イ
ンターネット申込をした人は申
込期間内であればインターネッ
トからキャンセルできます）申
込初日は、電話がつながりにくい
場合がありますので、ご了承く
ださい。上記電話予約とは別に、
申込期間初日の1週間前に先行予
約を実施します。
※詳しくは、特定健診受診券に
同封のチラシをご覧ください。

こ
ん
な
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

届
出
が
な
い
と
、
国
民
年
金
の
納

付
や
受
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外
の

人
）

●
20
歳
か
ら
60
歳
の
間
で
会
社
を
退

職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

※
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
、
一

定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

問
合
先　

国
保
年
金
課

国

保

年

金

国
民
年
金
保
険
料

産
前
産
後
期
間
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
が
出

産
を
行
っ
た
際
に
出
産
前
後
の
一
定

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。

【
免
除
さ
れ
る
期
間
】

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
〜
4
ヵ
月
間
（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
3
〜
6
ヵ
月
間
）

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
4
ヵ
月
）

以
上
（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た

人
を
含
む
）

対
象　
「
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
2
月
1

日
以
降
の
人

申
請
・
問
合
先　

出
産
予
定
日
の

6
ヵ
月
前
か
ら
年
金
手
帳
・
出
産
予

定
日
も
し
く
は
出
産
日
の
分
か
る
も

の
を
持
参
の
う
え
、
国
保
年
金
課
へ

（
代
理
の
場
合
は
印
鑑
・
委
任
状
〔
別

世
帯
の
場
合
〕
も
必
要
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

健診日（午前） 申込期間 特定健診とセットできる検診
8月28日㈮

7月3日㈮～31日㈮ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮がん

30日㈰
31日㈪

9月3日㈭
9月24日㈭

7月21日㈫～8月26日㈬ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮がん25日㈮

29日㈫
10月29日㈭

9月10日㈭～10月5日㈪

結核・肺がん、胃がん、大腸がん30日㈮
11月1日㈰

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮がん4日㈬

5日㈭
9日㈪

来年1月25日㈪

11月24日㈫～12月22日㈫ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん、
乳がん、子宮がん

28日㈭
29日㈮
30日㈯
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）

●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 
13:00～16:00（受付は15:30まで）
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

悪質な訪問購入
（買い取り）に注意 !!

　

早
目
に
不
用
品
の
処
分
を
し
た
い

高
齢
者
に
被
害
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど

が
強
引
に
貴
金
属
を
安
く
買
い
取
ら

れ
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

【
事
例
１
】

　

突
然
80
代
後
半
の
母
に
女
性
か
ら

「
不
用
な
和
服
な
ど
を
引
き
取
り
ま

す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
承
諾
し
た

ら
２
日
後
男
性
が
来
訪
。
用
意
し
た

着
物
な
ど
に
は
目
も
く
れ
ず「
宝
石
、

貴
金
属
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
出

し
、
帰
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
仕
方

な
く
数
点
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
出
し

た
。
書
面
は
も
ら
っ
て
い
る
が
、
通

常
考
え
ら
れ
な
い
程
安
い
金
額
だ
。

返
却
し
て
ほ
し
い
。

【
事
例
２
】

　

不
意
に
古
物
商
の
名
刺
を
持
っ
た

男
性
が
来
訪
。
着
物
、
帯
、
骨
董
品

な
ど
も
引
き
取
る
と
言
う
。
掛
け
軸

が
数
本
あ
り
、
取
り
に
行
こ
う
と
し

た
ら
、突
然
男
が
家
に
上
が
っ
て「
こ

の
箪
笥
が
気
に
入
っ
た
。
10
万
で
買

う
」
と
い
う
。
処
分
で
き
る
な
ら
助

か
る
と
思
っ
た
。
す
る
と
「
他
に
貴

金
属
や
宝
石
も
あ
る
だ
ろ
う
。
見
せ

て
く
れ
」
と
執
拗
に
迫
ら
れ
怖
く
な

り
、
24
金
の
指
輪
１
本
を
出
し
た

ら
、
す
ぐ
に
５
千
円
札
を
置
き
帰
っ

て
い
っ
た
。
金
価
格
が
高
騰
し
て

お
り
大
損
だ
が
、
帰
っ
て
く
れ
て

安
心
し
た
。
約
束
し
た
箪
笥
を
引

き
取
っ
て
ほ
し
い
が
、
一
人
暮
ら

し
で
家
の
中
を
見
せ
て
し
ま
っ
た

の
で
不
安
だ
。

【
解
説
】

　

事
例
１
に
つ
い
て
は
書
面
を
も

ら
っ
て
い
た
た
め
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
適
用
が
で
き
る
の
で
簡
易

書
留
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知

を
送
る
よ
う
助
言
。
事
例
２
に
つ

い
て
は
、
名
刺
の
古
物
商
の
登
録

が
無
く
、
連
絡
先
に
連
絡
し
て
も

繋
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

訪
問
購
入
は
特
定
商
取
引
法
の

規
制
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
消
費
者
か
ら
要
請
が
な
い
の
に

突
然
業
者
が
訪
問
す
る
こ
と

●
虚
偽
の
説
明
や
強
引
な
勧
誘

●
断
っ
て
い
る
の
に
再
勧
誘
す
る

こ
と

こ
れ
ら
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
た
古
物
商
の
「
許

可
証
」、「
行
商
従
業 

者
証
」
の
携

帯
義
務
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
時
に
は
購
入
す
る
商

品
や
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
書
面

の
交
付
義
務
が
あ
り
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
物
品
の
引
渡
し
を
拒
め
、

渡
し
て
し
ま
っ
て
も
８
日
以
内
な

ら
解
約
・
返
品
を
主
張
で
き
ま
す
。
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学 校 園 紹 介

　末広小学校では、自分たちの学校をもっと良くする
ために、児童会（代表委員会）を中心に、自分たちで
できる事を考えています。その一つが、「異学年交流」
です。
【国語の学習】
●4年生が3年生に「クラブ紹介」や「リーフレット交
流」をしました。
●5年生が4年生に「委員会紹介スピーチ」をしました。
【遊び】
●6年生と1年生、5年生と2
年生が一緒に「大縄跳びの合
同練習」をしました。
●5・6年生が1年生に「短縄
跳び」のコーチをしました。
【その他の交流 】
（高学年の主体的活動）
●平和学習で6年生が1・2年生に折り鶴の作り方を教
えました。
●5・6年生が1・2年生に朝の読書の時間に紙芝居を
披露しました。
●掃除の時間に6年生が1～ 4
年生の担当場所に行き、一緒
に掃除をしました。
●休み時間に6年生が1年生の
教室を訪問し、一緒に遊んだ
り学習サポートを行いました。
　他にも「児童集会でペア学
年で並ぶ」「遠足に異学年で行く」「高学年が進んで低
学年と接していく」など、末広小学校を笑顔でいっぱ
いにするために、いろいろな意見が出ました。
　この取組は、令和元年度泉佐野市「子どもの主張コ
ンクール」で、最優秀賞を頂きました。

　本校では、人権という柱を中心に各学年に応じた地
域のみなさんに支えられた取組がたくさんあります。
今回は、4～6年生の取組の一部を紹介します。
【4年生の取組】4年生は、「地域の
産業」にスポットをあてました。
環境問題学習として、地域にある
リサイクル関連の事業所を見学さ
せていただきました。仲間ととも
に努力し、新たなことに挑戦して
いる地域のみなさんの姿を通し、
地域のすばらしさに気付ける取組に
なりました。
【5年生の取組】5年生は、「地域の
伝統」にスポットをあてました。具
体的には、「米作り」と「芸能」で
す。どちらの取組も地域のみなさん
に何度も何度も時間をとっていただ
き、熱心な指導の下、貴重な体験を
させていただきました。
【6年生の取組】6年生は、「歴史」
と「人権」にスポットをあてました。
地域にある史跡をめぐり、その歴史
を正しく認識しました。また、人権
学習の総仕上げとして地域に昔から
伝わる料理を教えてもらい、聞き取
りを通して、人権へのゆるぎない感覚を培いました。
自らが生まれ育ったこの地域を愛し、地域を誇りに感
じ、自らの生き方を考えることができました。　　
　6年間をかけて地域のよさ、人のあたたかさ、絆の強
さ、人権の大切さを、地域にふれる体験を通して学ん
できました。たくさんの取組に快く力を貸していただ
いた地域のみなさん、本当にありがとうございました。

問合先
学校教育課

異学年交流を増やそう
～末広小学校～

「地域に支えられて」
～長南小学校～

青
少
年
指
導
員
の
活
動
に
つ
い
て

　

青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
は
、

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
38

年
に
発
足
し
、
今
年
度
で
57
年
に
な

り
ま
す
。

　

青
少
年
指
導
員
は
、「
青
少
年
に

対
し
て
深
い
愛
情
を
も
ち
、
そ
の
信

頼
を
得
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
信

頼
を
得
て
い
る
人
」「
青
少
年
健
全

育
成
活
動
に
つ
い
て
大
い
に
熱
意
を

も
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極

的
に
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
人
」「
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
重
ん
じ
る
人
」
を
各
町
会
長
・
自

治
会
長
が
推
薦
し
、
市
長
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
任
期
は
２
年
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
再
任
を
妨
げ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
現
在
１
６
０
人
以

上
の
人
が
、
青
少
年
指
導
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区
に
、
会

長
・
副
会
長
・
幹
事
長
な
ど
の
役
員

が
お
り
、
各
中
学
校
の
生
徒
指
導
主

事
が
事
務
局
を
担
当
し
、
活
動
の
多

く
は
各
中
学
校
単
位
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
学
校
と
密
な
連
携
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
絡
協
議
会
は
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
が
事
務
局
を
務
め
、

各
中
学
校
区
の
役
員
が
参
加
し
て
、

状
況
報
告
や
情
報
交
換
、
市
域
全
体

で
の
取
組
な
ど
を
協
議
し
て
い
ま

す
。

　

青
少
年
指
導
員
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、様
々
な
行
事（
祭
り
、盆
踊
り
、

郷
土
芸
能
の
集
い
）
な
ど
に
お
け
る

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
法
野
外
広
告

物
撤
去
や
中
学
生
と
と
も
に
地
域
清

掃
に
取
り
組
む
環
境
浄
化
活
動
、
警

察
や
補
導
員
と
連
携
し
て
行
う
街
頭

啓
発
活
動
、「
ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い

ハ
イ
キ
ン
グ
」
や
校
区
ご
と
に
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
行
事

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
青
少
年
指
導
員
と
し
て

の
資
質
向
上
の
た
め
、
市
の
青
少
年

指
導
者
講
習
会
や
府
の
青
少
年
指
導

員
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。 

　

近
年
、
情
報
化
社
会
は
日
々
進
化

し
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
複

雑
化
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
本
市

と
し
て
は
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
の

み
な
ら
ず
、
青
少
年
指
導
員
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で
青

少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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前
回
に
引
き
続
き
、
春
季
企
画
展

「
新
規
収
蔵
資
料
展
」
に
関
連
し
て
、

令
和
元
年
度
に
寄
贈
を
受
け
た
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
寄
贈
さ
れ

た
資
料
の
中
で
、
家
の
中
で
使
わ
れ

た
「
屏
風
」
と
「
手
あ
ぶ
り
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
屏
風
」
は
折
り
畳
み
式
の
間
仕

切
り
で
、
主
と
し
て
内
裏
や
貴
族
の

邸
宅
で
使
用
さ
れ
、
衝
立
（
つ
い
た

て
）
と
同
様
に
室
内
に
立
て
て
風
よ

け
や
仕
切
り
、部
屋
の
装
飾
の
ほ
か
、

人
の
目
を
避
け
る
た
め
に
も
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
延

長
５
（
９
２
７
）
年
成
立
の
「
延
喜

式
」
に
は
材
料
・
構
造
・
寸
法
・
使

用
法
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
宮
廷
の
年

中
行
事
や
儀
式
な
ど
で
も
設
営
に
必

要
な
も
の
と
し
て
書
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
日
常
空
間
だ
け
で
な
く
、
特
殊

な
空
間
で
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
屏
風
は
縦
長
の
木
枠
に

紙
や
絹
を
貼
り
、
偶
数
枚
つ
な
ぎ
合

わ
せ
た
も
の
で
、
収
納
時
に
は
折
り

畳
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絵

や
書
画
が
施
さ
れ
た
部
分
を「
扇（
せ

ん
）」
と
呼
び
、
扇
の
数
に
よ
っ
て

「
二
曲
」（
２
枚
）、「
四
曲
」（
４
枚
）

「
六
曲
」（
６
枚
）
な
ど
と
呼
び
ま
す
。

さ
ら
に
屏
風
に
は
対
に
な
る
も
の
も

▶
火
鉢
（
当
館
蔵
）

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑩
　　　～絵図編（９）「尼津池」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　約700年前に日根野村荒野開発絵図に描かれた「甘漬池」は、現在の尼
津池（あまづいけ）と考えられています。近世初期に大池と雨山溝が開発
されるまでは一番上手にあり、熊取雨山を主要水源とする八重治池などの
池群の親池でした。日根野丘陵部に一列一連の形で位置し、八重治池、今
は存在しない小池、得成池が続きます。現在も底樋川や中樋川と呼ばれる
水路が延び、井川より高い段丘面を灌漑しています。
　尼津池という表記になったのは近世以降で、甘「あま」は「あめ」（雨）、
雨乞いと関係があるとの説があります。日根野村絵図では東北部の熊取境
の山に描く樹林と大井関大明神の樹林と同じ表現であることから、水源と
しての意味が込められているという説もあります。
　天福２（1234）年の「日根荘諸村在家田畠等注文案（九条家文書）」にもその名前が見られ、日根荘立荘
時から存在するため池として、他の池とともに荘園開発の原動力になったと考えられています。

※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）

現
在
の
尼
津
池
▼

◀
日
根
野
村
絵
図
に

記
さ
れ
た
「
甘
漬
池
」

「
歴
史
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
②
〜
日
常
生
活
を
支
え
る
民
具
〜
」

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
293
回

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

あ
り
、
左
右
で
対
に
な
っ
て
い
る
場

合
、
向
か
っ
て
右
側
が
「
右
隻
（
う

せ
き
）」、左
側
が
「
左
隻
（
さ
せ
き
）」

と
な
り
ま
す
。
こ
の
右
隻
と
左
隻
を

合
わ
せ
て
一
双
と
呼
び
ま
す
。
上
述

の
扇
の
数
え
方
と
あ
わ
せ
て
六
曲
で

あ
れ
ば
「
六
曲
一
双
」、
二
曲
で
あ

れ
ば
「
二
曲
一
双
」
と
い
う
よ
う
に

呼
び
ま
す
。

　

冒
頭
で
上
げ
た
よ
う
に
、
屏
風
は

風
や
他
人
の
目
を
避
け
る
た
め
の
機

能
的
な
も
の
で
し
た
が
、
次
第
に
部

屋
の
装
飾
と
い
っ
た
性
質
も
帯
び
る

よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
屏
風

に
絵
や
書
を
施
し
た
豪
華
な
も
の
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
で
も
屏
風
を

目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
扇
に
描
か
れ
た
絵
画

や
書
画
な
ど
、
そ
の
芸
術
性
が
重
視

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
手
あ
ぶ
り
（
手
焙
と
も
）」
は
手

な
ど
の 

暖
を
と
る
た
め
の
小
さ
な
火

鉢
の
こ
と
で
す
。
手
あ
ぶ
り
は
火
鉢

同
様
、
陶
磁
器
や
金
属
製
、
木
製
な

ど
が
あ
り
、
木
製
の
も
の
に
は
炭
火

が
あ
た
る
内
側
に
真
鍮
な
ど
の
金
属

を
は
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
手
あ
ぶ

り
に
は
籐
で
作
ら
れ
た
籠
を
か
ぶ
せ

た
も
の
や
、
蔓
（
つ
る
）
や
紐
を
つ

け
て
持
ち
歩
き
出
来
る
よ
う
に
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
火
鉢
よ
り
も
容
易
に
持

ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
漁
師
が
船
の
上
で
使

用
し
た
り
、
職
人
が
仕
事
場
で
用
い

た
り
も
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
屏
風
」
や
「
火

鉢
」
な
ど
の
民
具
は
、
電
気
の
な
い

ち
ょ
っ
と
昔
の
人
の
暮
ら
し
を
支
え

続
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
新
収
蔵
資
料
展
」
で
は
、
今
回

紹
介
し
た
「
屏
風
」
や
「
火
鉢
」
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に

寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
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水
道
基
本
料
金
等
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
基
本
料
金

等
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

令
和
２
年
度

河
原
林
富
美福祉

基
金
助
成
申
請

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で
は
、
河
原

林
富
美
福
祉
基
金
に
よ
り
、
社
会
福

祉
推
進
事
業
の
支
援
で
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
手
を
差
し
の
べ
て
い
な
か
っ
た

福
祉
の
狭
間
の
事
業
や
、
福
祉
の
周

辺
領
域
で
支
援
を
要
す
る
事
業
に
対

す
る
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

５
月
29
日
㈮
ま
で

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７ 

Fax

 

06 

・

６
７
６
２・
８
７
１
８ 

e
メ
ー
ル
：

ai-kibou@
akaihane-osaka.

or.jp

〔
件
名
に
「
助
成
申
請
に
つ

い
て
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
〕）

※
詳
し
く
は
、
大
阪
府
共
同
募
金
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ak

aihane-osaka.or.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

令
和
２
年
度

共
同
募
金
助
成
申
請

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
で
は
、
大
阪

府
内
で
行
う
民
間
社
会
福
祉
事
業
、

更
生
保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉

を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
・

団
体
に
対
す
る
助
成
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間

５
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬

問
合
先　

大
阪
府
共
同
募
金
会
（
☎ 

06
・
６
７
６
２・
８
７
１
７
Fax

 

06
・

６
７
６
２・
８
７
１
８ 

e
メ
ー
ル
：

ai-kibou@
akaihane-osaka.

or.jp

〔
件
名
に
「
助
成
申
請
に
つ

い
て
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
〕）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w
w
.akaihane-osaka.

or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
喫
煙
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人

は
禁
煙
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
人
が
い
れ

ば
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
喫
煙

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
周
囲
へ
の
影
響

に
気
を
配
り
受
動
喫
煙
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

受けるなら今！「防ごう！風しん」
昭和37年 4月 2日～昭和 54年 4月 1日に生まれた男性へ
風しんの患者数が増加していることから、感染拡大防止の

ため、期間限定で風しんの追加的対策を実施しています。昭和
37年 4月 2日～昭和 47年 4月 1日に生まれた男性には、3
月に無料クーポン券を送付しています。また、昭和 47年 4月
2日～昭和 54年 4月 1日に生まれた男性には、昨年 4月に無
料クーポン券を郵送しており、有効期限が 2021 年 3月に延
長されました。
●検査・接種当日、泉佐野市に住民登録がある人が対象となり
ます。
●定期予防接種は、平成26年4月1日以降の抗体検査結果で、
十分な量の風しんの抗体がないことが判明した人が対象となり
ます。
●抗体検査・定期予防接種を受ける際には、本人確認ができる
書類（運転免許証、健康保険証など）が必要となります。
●この制度に該当しない場合も妊娠を希望する女性、妊娠を希
望する女性の配偶者、妊婦の配偶者は、一定の基準を満たすと
「風しん任意予防接種費用の助成」に該当する場合があります。
問合先　健康推進課
※詳しくは、ホームページをご覧いただくか、問い合わせてく
ださい。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広　

告

◇
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市
民
競
技
大
会

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

開
催
日　

７
月
19
日
㈰

種
別　

一
般
男
子
・
女
子
の
団
体（
３

ダ
ブ
ル
ス
）、
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
中
学
生
以
上
）、
泉
佐
野
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
が
推
薦
す
る
人

参
加
料

●
団
体
（
６
人
以
上
）
…
１
チ
ー
ム

４
，２
０
０
円（
学
生
３
，０
０
０
円
）

●
個
人
…
１
ダ
ブ
ル
ス
１
，
４
０
０

円
（
学
生
１
，
０
０
０
円
）

申
込　

６
月
21
日
㈰
ま
で（
休
館
日
、

土
・
日
曜
日
以
外
の
祝
日
除
く
）
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

抽
選　

主
催
者
側
で
実
施

問
合
先　

西
川
（
☎
０
９
０・
９
６
９

５・１
１
９
５
）

【
体
操
・
新
体
操
】

開
催
日　

６
月
28
日
㈰

種
目

●
体
操
競
技
（
男
女
）
…
マ
ッ
ト
運

動
、
跳
び
箱
、
低
鉄
棒

●
新
体
操
（
女
子
）
…
ク
ラ
ブ
、ロ
ー

プ
他

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
者
、

協
会
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生

参
加
費　

２
０
０
円

申
込　

６
月
７
日
㈰
ま
で（
休
館
日
、

土
・
日
曜
日
以
外
の
祝
日
除
く
）
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
へ

「相談支援室 がん相談支援センター」では、医療相談、がん相談、療養相談、福祉相談など、患者さんが病
気によって生じる様々な問題について悩んでいるとき、看護師、ソーシャルワーカーがお話を聴かせていただき、
その問題をどのようにしたら解決できるのかを一緒に考えて支援をしています。必要に応じて、院内の他部門、
地域のケアマネジャーや訪問看護などとも連携を図っています。
　また、当院は、大阪府指定のがん診療連携拠点病院の「がん相談支援センター」として、がんに関する療養
上の不安や悩みのある人の相談に応じています。当院のがん患者さん、家族のほか、地域のみなさんどなたで
も利用でき、相談は無料です。
　例えば、次のような相談に対応していますので、気軽に利用してください。
【相談の例】
●治療、副作用など疾患に関する悩みについて
●退院後の生活不安、在宅療養について
●介護保険、訪問看護、在宅医療などのサービスについて
●障がい年金など社会保障制度の情報と利用について
●医療費について
●緩和ケアについて
●セカンドオピニオンについて
●がんの治療と仕事の悩みについて
その他、どのようなことでも相談してください。
相談方法　面談相談、電話相談
時間　月～金曜日（土・日曜日、祝日、年末年始除く）
　　　午前8時45分～午後5時
場所　2階正面玄関左側

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先 相談支援室 がん相談支援センター
 （☎469-3111[代表]）

相談支援室 がん相談支援センターのご案内

▲相談支援室 がん相談支援センター
に直接お越しいただくか、2階総合案
内にお声かけください。面談室で相
談を伺います。

▶治療の影響で脱毛の不安があるとき
はウイッグの相談や試着ができます。

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇
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報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

児童福祉週間
　国では、子どもや家庭、子ども
の健やかな成長について国民全体
で考えることを目的に、毎年5月5
日の「こどもの日」から1週間を「児
童福祉週間」と定めています。
　児童福祉の理念・啓発のための
様々な事業や行事を全国各地で
行っています。
【令和2年度「児童福祉週間」の

標語決定】
やさしさに　つつまれそだつ

やさしいこころ
（北澤佳奈さん 和歌山県 13歳の作品）
問合先　子育て支援課
※厚生労働省児童福祉週間ページ
（http://www.mhlw .go.jp/stf/
seisakunitsuite/bunya/kodomo/
kodomo_kosodate/jidouweek/
index.html）

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事
について、個別相談ができます。
日時　5月20日㈬
　　　午前9時30分～11時
※1人30分
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　1歳6ヵ月までの子どもと保
護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられ
るような子どもの居場所を提供し
ます。月に一度「農業体験」を実
施しています。土に触れ、食物な
どを育てる体験ができます。採れ
た作物の試食をする時もあります。
ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日 
　　　午後3時～7時
場所 うちカフェ（市場東2丁目
326-7）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 eメール：
info@the3rdplace.jp）
※詳しくは問い合わせてください。 

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　5月21日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

（市役所本庁舎南側）
対象　令和元年5月22日～12月22
日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課 

場 所 電話番号 実 施 日 定員
のぞみこども園 468-8005

5月～来年3月の第2木曜日 8組さくらこども園 462-2913
はるかこども園 468-8170
ひかりこども園 465-1447 5月～来年3月の第2火曜日

6組下瓦屋保育園 463-3359 5月～来年3月の第2木曜日鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379 5月～来年3月の第4月曜日 3組こども園つばさ 463-3713
こだまこども園 464-2598 4月～来年3月の第3木曜日 5組

時間　午前10時～11時
対象　
市内在住の3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　
各園へ直接または電話で
※毎月申込が必要。
　定員は先着順

0歳児育児教室

児童虐待は社会全体で
解決すべき問題です

　虐待を引き起こす要因は様々で、
複雑に絡み合っています。親や
養育者が抱える事情がいくつも重
なって起こる場合もあります。親
や養育者を支援することで、未然
防止や改善につながります。
　子どもや保護者のこんなサイン
にお気づきの場合は下記の相談電
話に連絡してください。
※匿名でも可能です。連絡者や連
絡内容に関する秘密は守られます。
例えば
●いつも子どもの泣き叫ぶ声や保
護者の怒鳴り声がする
●子どもに不自然な傷や打撲のあ
とがある
●衣類やからだがいつも汚れている 
●子どもが夜遅くまで一人で家の
外にいる
●小さい子どもをおいたまま外出
している
●保護者が子育てに強い不安や悩
みを抱えている
連絡・問合先
●児童相談所虐待対応ダイヤル　
1
いちはやく
89番（通話料無料）

※近くの児童相談所に繋がります
●月～金曜日（祝・休日、年末年
始を除く）の午前8時45分～午後
5時15分に家庭児童相談室（市役
所3階 子育て支援課内）☎463-
1937

毎月19日は「食育の日」
　朝食でさわやかな1日を。
　朝食に野菜を一皿食べよう。
問合先　健康推進課 

24広報いずみさの 令和2年5月号

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
1日㈮～11日㈪、18日㈪、25日㈪、28日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈮～10日㈰、28日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、1日㈮～9日㈯、28日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

移動図書館 いちょう号巡回表 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 5月 6月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 13日 3日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 29日 26日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 13日 3日 2時20分～3時10分 府営鶴原中央住宅集会所 29日 26日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 13日 3日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 29日 26日 3時40分～4時30分

第三小学校 27日 ー 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 15日 5日 1時10分～2時10分

第二小学校 27日 ー 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 15日 5日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 20日 10日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃
ゴミ置き場前 30日 27日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 20日 10日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会場 30日 27日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 14日 4日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 30日 27日 3時00分～3時30分

安松町会館 14日 4日 2時30分～3時00分 貝田町会館 30日 27日 3時40分～4時10分

北中小学校 21日 11日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 16日 6日 1時15分～1時45分

西出町会館 21日 11日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 16日 6日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 21日 11日 3時30分～4時00分 湊町会館 16日 6日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 22日 12日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 23日 13日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 22日 12日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 23日 13日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 22日 12日 3時30分～4時00分

おはなし会
日時　6月3日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 

おやこヨガ
日時　5月27日㈬
①なでなでヨーガ…

午前10時～10時45分
②まねまねヨーガ…

午前11時15分～正午
対象　
①生後5・6ヵ月のおすわり期～は
いはい期の乳児と保護者
②よちよち期～2歳の乳幼児と保護者
定員　各8組（先着順）
講師　井上照子さん

（認定こどもヨーガ教師）
持ち物　バスタオル、ふた付きの飲
み物　※服装は動きやすいもので
場所・申込・問合先　5月12日㈫ 午
前9時30分以降に電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館（☎
469-7130）へ

日曜・祝日おはなし会
日時　5月31日㈰ 午後2時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
出演　紙ひこうき
※申込不要、参加無料

新着図書案内
【一般書】▶監査役事件簿（眞田
宗興）▶医者が教える正しい病院
のかかり方（山本健人）▶SDGs
とは何か?（安藤　顯）▶時短と
成果が両立する仕事の「見える化」
「記録術」（谷口和信）▶惨事スト
レスとは何か（松井　豊）▶キヨ
ミさんのシニアの庭あそびアイデ
ア（長澤淨美）
【児童書】▶おとうさんのこわい
はなし（かとう　まふみ）▶図書
館からの冒険（岡田　淳）▶リュッ
クをしょって（村上康成）▶加藤
英明、カミツキガメを追う!（加
藤英明)▶ねんどのパン屋さん（岡
田ひとみ）
※上記以外の新着図書については、
問い合わせてください。
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文
化
・
教
養

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

ク
ラ
ブ
員
募
集

「
歌
声
ハ
ッ
ピ
ー
」

　

童
謡
・
抒
情
歌
な
ど
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん
か
？

日
時　

第
1
･
3
･
5
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

※
活
動
時
間
に
直
接
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
大
人
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
銭
入
れ
を
作
ろ
う
！
〜

　

使
え
ば
使
う
ほ
ど
風
合
い
が
出
る
革

素
材
の
小
銭
入
れ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
好
き
な
刻
印
が
入
れ
ら
れ
る
の

で
、
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
小
銭
入

■
仏
画
曼
陀
羅
ア
ー
ト

〜
写
仏
・
写
経
で
な
ご
み
体
験
〜

　

自
由
な
構
図
で
写
仏
し
、
余
白
に
般

若
心
経
を
書
き
足
し
て
、
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曼
陀
羅
を
制
作
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
雄
二
さ
ん
（
ラ
イ
ブ
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
主
宰
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、
消
し

ゴ
ム

申
込　

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
ソ
ウ
タ
シ
エ
の

ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

　

ソ
ウ
タ
シ
エ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝

統
的
な
コ
ー
ド
刺
繍
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、

様
々
な
ビ
ー
ズ
と
コ
ー
ド
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
「
華
や
か
な
色

や
形
」「
優
雅
な
曲
線
美
」
が
大
き
な

魅
力
で
す
。
大
ぶ
り
な
の
に
と
て
も
軽

や
か
な
着
け
心
地
な
の
で
、
ア
ク
セ
サ

■
持
っ
て
な
い
方
・
こ
れ
か
ら
検
討
さ

れ
る
方
の
為
の
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡
単
に
使
え
る
教

材
に
て
、
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

れ
が
作
れ
ま
す
！

開
催
日　

５
月
30
日
㈯

時
間　

●
午
前
10
時
〜
11
時

●
午
前
11
時
10
分
〜
午
後
０
時
10
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
宏
志
さ
ん

（W
A
TA

N
A
BE

ーKA
BA

N

主
宰
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
22
日
㈮
ま
で
。
納
入
時
に
５

色(

赤
、
黒
、
キ
ャ
メ
ル
、
茶
、
モ
ス

グ
リ
ー
ン)

の
革
の
中
か
ら
好
き
な
色

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

リ
ー
に
よ
る
肩
こ
り
の
心
配
も
い
り
ま

せ
ん
。

日
時　

６
月
９
日
㈫ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
嶋　

薫
さ
ん
（
生
涯
学
習
開

発
財
団
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、眼
鏡（
必
要
な
人
）、

筆
記
用
具

申
込　

５
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
６
月
４
日
㈭
ま
で
。
納
入
時
に
６

色
（
ピ
ン
ク
系
、
タ
ー
コ
イ
ズ
系
、
オ

レ
ン
ジ
系
、
ベ
ー
ジ
ュ
系
、
パ
ー
プ
ル

系
、
ブ
ラ
ッ
ク
系
）
か
ら
選
択

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

が
な
く
て
も
簡
単
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

楽
し
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈮ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

こ
れ
か
ら
購
入
を
検
討
し
て
い

る
シ
ニ
ア
の
人

※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

持
ち
物　

筆
記
用
具　

※
受
講
者
に
はA

ndroidO
S

の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込　

５
月
14
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

26広報いずみさの 令和2年5月号
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文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室 

「
洋
梨
の
ケ
ー
キ
」

日
時　

６
月
１
日
㈪ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

５
月
７
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
あ
じ
さ
い
の
ブ
ロ
ー
チ
」

　

雨
の
中
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
紫

陽
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ブ
ロ
ー
チ
で

す
。

日
時　

５
月
22
日
㈮ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
糸
（
白
・
黒
）、

手
芸
用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
７

日
㈭
以
降
に
本

人
が
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
ハ
ー
バ
リ
ュ
ウ
ム
ボ
ー
ル
ペ
ン

　

可
愛
い
ハ
ー
バ
リ
ュ
ウ
ム
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
５
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
田
可
奈
さ
ん
（
植
物
雑
貨
ク

リ
エ
イ
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
ス
と
替
え
芯
付
き

申
込  

５
月
14
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
29
日
㈮
ま
で

■
和
み
朗
読
教
室
（
全
２
回
）

　

朗
読
を
習
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
日
常
会
話

が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

全
回
参
加
で
き
る
16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
村
佳
美
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人　

日
本
朗
読
協
会
パ
ー
ト
ナ
ー
ス

ク
ー
ル
講
師
）

■
楽
し
く
美
味
し
い
パ
ン
講
座

〜
抹
茶
を
使
っ
て
パ
ン
を
作
ろ
う
〜

日
時　

５
月
21
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
発
酵
食
の
家
庭
料
理
講
座

〜
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
浴

び
た
泉
州
夏
の
元
気
食
材
＋
発
酵
パ

ワ
ー
で
快
適
に
夏
を
楽
し
も
う
！
〜

　

初
夏
は
気
温
が
上
が
り
、
水
分
を
摂

り
す
ぎ
た
り
冷
た
い
も
の
を
食
べ
た
り

し
て
む
く
み
や
す
い
季
節
。
そ
ん
な
と

き
は
、
夏
の
元
気
カ
ラ
ー
食
材
に
発
酵

の
力
を
プ
ラ
ス
し
て
、
水
は
け
の
よ
い

体
を
つ
く
り
、
夏
バ
テ
予
防
！
パ
ワ
フ

ル
元
気
に
夏
を
迎
え
よ
う
！

日
時　

６
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
声
楽
講
座

〜
「
荒
城
の
月
」「
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
」

な
ど
を
歌
い
あ
げ
る
〜

　

世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
あ
な
た
の

声
を
輝
か
せ
ま
し
ょ
う
！

日
時　

５
月
26
日
㈫
・
29
日
㈮ 

午
前

10
時
〜
正
午
（
全
2
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人(

先
着
順)　

講
師　

釜
田　

仁
さ
ん
（
声
楽
家
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル

※
服
装
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
も
の
で

申
込　

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
21
日
㈭

ま
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

メ
ニ
ュ
ー　

と
う
も
ろ
こ
し
の
チ
キ
ン

ハ
ン
バ
ー
グ
（
甘
糀
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
が

け
）、
た
こ
と
水
ナ
ス
と
き
ゅ
う
り
の

混
ぜ
ご
飯
、
冬
瓜
の
ご
は
ん
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、水
ナ
ス
と
ト
マ
ト
甘
糀
マ
リ
ネ
、

甘
糀
グ
リ
ー
ン
ス
ム
ー
ジ
ー
、
イ
ン
ゲ

ン
の
和
え
物

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人(

先
着
順)　

講
師　

今
口
早
織
さ
ん 

（
い
な
ほ
醸
し

人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚

（
食
器
拭
き
用
）
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具申
込　

５
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。

材
料
費
の

納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は

６
月
４
日

㈭
ま
で

テ
キ
ス
ト
代　

８
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込  

５
月
12
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
テ
キ
ス
ト
代
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
６
月
５
日
㈮
ま
で

講
師　

池
田
由
加
さ
ん
（JH

BS

認
定

教
師
）

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込  

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
19
日
㈫
ま
で

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
ご
ち
そ
う
！
」

〜
や
わ
ら
か
カ
ツ
を
あ
っ
さ
り
と
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
26
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
カ
ツ 

み

そ
ソ
ー
ス
、干
し
大
根
の
サ
ラ
ダ
、じ
ゃ

が
芋
明
太
マ
ヨ
焼
き
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
ヌ

ト
マ
ト
ス
ー
プ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

果
物
添
え

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
７
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
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文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
ｐ
ｐ
バ
ン
ド
で
つ
く
る

リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ル
バ
ッ
グ

　

梱
包
用
に
使
わ
れ
る
ｐ
ｐ
バ
ン
ド

で
、
軽
く
て
丈
夫
で
水
に
も
強
い
か
ご

バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。
か
わ
い
い
リ
ン

グ
ハ
ン
ド
ル
を
つ
け
て
お
し
ゃ
れ
に
仕

上
げ
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈪
、
６
月
１
日
㈪
・

８
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
川
扶
実
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

８
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■ 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
ま
ん
ま
る
ポ
ー
チ

　

ま
ん
丸
の
か
わ
い
い
ポ
ー
チ
（
直
径

12
㎝
）
を
作
り
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日
㈬
、
６
月
３
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
永
由
美
さ
ん
（
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
ク
ラ
ブ
「
キ
ル
ト
え
む
」
主
宰
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
20
日
㈬

ま
で

■
ア
ロ
マ
で
手
作
り
石
鹸
「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
香
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
石
鹸
」　

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
１
日
何
度
も
す
る

手
洗
い
。
オ
イ
ル
か
ら
作
る
保
湿
成
分

を
た
っ
ぷ
り
閉
じ
込
め
た
、
お
肌
と
自

■
食
品
サ
ン
プ
ル
で

た
こ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
を
作
ろ
う

　

本
物
そ
っ
く
り
の
食
品
サ
ン
プ
ル
で

た
こ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
た
こ
焼
き
は
メ

モ
ス
タ
ン
ド
や
チ
ャ
ー
ム
に
変
更
で
き

ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時 

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

講
師　

吉
元
梨
沙
さ
ん
（
日
本
食
品
サ

ン
プ
ル
ア
ー
ト
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

５
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。キ
ャ

ン
セ
ル
は
５

月
15
日
㈮
ま

で

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

然
に
優
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
石
鹸
を
手
作

り
し
ま
せ
ん
か
。
石
鹸
の
お
渡
し
は
約

２
週
間
後
、
使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で

１
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

槙　

恭
子
さ
ん
（
日
本
ア
ロ
マ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
ト
ッ
プ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

２
，
０
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
胸
当
て
付
き
エ
プ

ロ
ン
、
炊
事
用
手
袋
、
眼
鏡
（
目
を
保

護
す
る
も
の
）

申
込　

５
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
20
日
㈬

ま
で

■
第
一
印
象
マ
ナ
ー
〜
人
と
か
か
わ
る

際
に
大
切
な
話
し
方
と
マ
ナ
ー
〜

　

ま
た
会
い
た
い
と
思
わ
れ
る
第
一
印

象
や
、
相
手
に
伝
わ
る
声
の
届
け
方
な

ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
村
佳
美
さ
ん
（
和
み
マ
ナ
ー

教
室
主
宰
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円
（
教
材
費
含

む
）

申
込　

５
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
18
日
㈪

ま
で

■
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
de
美
文
字

　

み
な
さ
ん
が
、
一
番
書
く
機
会
が
多

い
、
自
分
の
名
前
や
住
所
を
是
非
こ
の

機
会
に
美
文
字
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

6
月
19
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午　
　
　
　

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
） 

講
師　

金
重
暁
子
さ
ん
（
書
声
会 

師

範
）

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
・
若
干
名
・
先
着
順
）
あ
り
、
希

望
者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
６
月
６
日

㈯
）

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

■
み
ん
な
、
集
ま
れ
！
楽
し
く
ダ
ン

ス
！
「
パ
プ
リ
カ
」
を
踊
ろ
う
！

　
Foorin

の
「
パ
プ
リ
カ
」
を
み
ん

な
で
楽
し
く
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

５
月
24
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　
　
　

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

４
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

講
師　

吉
田
厚
子
さ
ん
（
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
・
若
干
名
・
先
着
順
）
あ
り
、
希

望
者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
５
月
12
日

㈫
）

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
18
日
㈪

ま
で 福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

28広報いずみさの 令和2年5月号
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

各
種
文
化
・
教
養

生
涯
学
習
課☎

４
６
９・
７
１
３
２

Fax
４
６
９・
７
１
３
３

■
お
知
ら
せ

【
市
民
企
画
講
座
募
集
】

〜
熱
意
と
向
上
心
を
も
っ
て
、

市
民
の
声
に
役
立
ち
た
い
と
い
う

み
な
さ
ん
の
た
め
に
〜

　

自
ら
講
師
と
し
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
に
経
験
を
積
む
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
に

活
動
拠
点
の
あ
る
個
人
・
団
体
（
グ

ル
ー
プ
）

※
市
や
公
的
機
関
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
る
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
を
除
く

要
件　

市
民
の
生
涯
学
習
に
貢
献
す

る
内
容
の
も
の

※
そ
の
他
、
複
数
要
件
あ
り

【
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
】

　

学
習
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
に
講
師
を
紹
介
す
る
制
度
で

す
。
料
理
や
語
学
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

生
涯
学
習
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

講
師
謝
金　

３
，
０
０
０
円

（
１
回
２
時
間
以
内
）

※
市
内
在
住
講
師
は
交
通
費
含
む
。

資
料
代
、
材
料
費
は
受
講
者
負
担

　

講
師
登
録
も
随
時
面
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。
※
要
事
前
連
絡

■
パ
ン
教
室　

か
わ
い
い
動
物
の
形
の

パ
ン
を
作
ろ
う

　

フ
ワ
フ
ワ
の
生
地
を
成
形
し
て
、
か

わ
い
い
パ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
パ
ン

は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
当
日
中
に

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
６
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

 

材
料
費　

５
０
０
円

申
込　

６
月
１
日
㈪
以
降
に
予
約
専
用

番
号
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
へ
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
５
日

㈮
ま
で

問
合
先　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー(

☎
４
６
６
・
１
７
４

５ 

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９)

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
終
活
セ
ミ
ナ
ー

「
わ
か
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
る

身
の
ま
わ
り
の
整
理
」

　

い
ざ
と
な
る
と
何
か
ら
手
を
つ
け
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
後
回
し
に
。
持

ち
物
の
整
理
や
片
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん (

お
掃
除
・

収
納
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー)

申
込  

５
月
９
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
23
日
㈯

ま
で

※
受
講
無
料
。
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
③
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
②
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

③
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

受
講
料　

２
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物

①
②
は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

③
普
段
お
使
い
の
メ
イ
ク
用
品

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で

開
催
日

（
5
月
）

講 

座 

名 

①
16
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
19
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

③
22
日
㈮
あ
な
た
に
似
合
う

メ
イ
ク
ア
ッ
プ

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん

「
骨
を
丈
夫
に
保
ち
ま
し
ょ
う
」

日
時　

５
月
24
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

シ
ュ
ー
フ
ァ
ル
シ
、
え
び

大
豆
、胡
瓜
と
ち
く
わ
の
ご
ま
酢
あ
え
、

黒
糖
ク
レ
ー
プ

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
16
日
㈯
ま
で

■
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

初
夏
の
果
物
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を

作
っ
て
、
優
雅
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
29
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

メ
ニ
ュ
ー　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ウ
ン

テ
ン
、
い
ち
ご
ム
ー
ス
、
柚
子
茶
ゼ

リ
ー
、
い
ち
ご
大
福
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
３
種
、
飲
み
物

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
本
恵
美
さ
ん (

管
理
栄
養
士) 

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

５
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
22
日
㈮
ま
で

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

広報いずみさの 令和2年5月号29

yujifuku
テキストボックス
各イベントなどの開催状況については、担当課・主催者などへ問い合わせてください。



■
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
和
み
の
ヨ
ガ
」

　

年
齢
や
運
動
経
験
は
関
係
な
く
参
加

で
き
ま
す
。
体
も
心
も
の
び
の
び
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
６
日
㈯

　
　
　

午
後
1
時
〜
2
時
30
分　

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

垣
谷
伊
都
子
さ
ん
（
佐
野
公
民

館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
12
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax
４
６
９
・
２

２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
６
月
３

日
㈬
ま
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

健　

康

健　

康

■
肺
炎
予
防
の
た
め
の
、

お
口
の
ケ
ア
講
座

〜
自
宅
で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
〜

日
時　

６
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

講
師　

嶋
本
俊
子
さ
ん（
歯
科
衛
生
士
）

申
込　

５
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■ 

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

栄
養
・
料
理
教
室

〜
噛
む
回
数
を
増
や
し
て
、

健
康
に
な
ろ
う
〜

日
時　

５
月
22
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
楽
し
く
安
全
に
運
動
す
る
た
め
に

一
番
大
切
な
こ
と
は
何
か
知
ろ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

５
月
29
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

※
運
動
実
技
は
、
会
場
で
の
血
圧
値
が

最
高
１
８
０
㎜
Hg
ま
た
は
最
低
１
０
０

㎜
Hg
以
上
の
人
は
見
学
と
な
り
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

５
月
８
日
㈮
〜
22
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
除
く
）
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
」
講
演
会

開
催
日
・
場
所

●
５
月
15
日
㈮
・
日
根
野
公
民
館

●
５
月
28
日
㈭
・
佐
野
公
民
館

●
６
月
４
日
㈭
・
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定
…
転
倒
し
や
す

い
足
か
ど
う
か
、
膝
痛
・
腰
痛
の
原
因

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
お
話
…
要
介
護
に
な
る

原
因
の
50
％
を
占
め
る
足
と
歩
行
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
、分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
行
訓

練
）
体
験

●
足
と
歩
行
の
悩
み
相
談
（
希
望
者
の

み
）

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
の
人
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ

の
人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関

節
の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介

護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
で
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人

※
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に
な
れ
る
よ
う

に
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
30
人 

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

各
種
健
康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

　

５
月
の
「
市
民
健
康
講
座
」、「
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
」
は
休
講
し
ま

す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

申
込　

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

に
電
話
で
一
般
社
団
法
人
健
康
寿
命
世

界
一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax 

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料

■N
ew

! 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
腸
腰
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

腹
筋
も
鍛
え
よ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
腸
腰
筋
を

し
っ
か
り
使
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈭

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６

・
１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）

へ※
受
講
無
料

■
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ
体
験
講
座

　

身
体
全
体
の
細
胞
の
入
れ
替
え
を
目

指
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
で
す
。

日
時　

5
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時　

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー　

ひ
じ
き
ご
は
ん
、
牛
肉
み

そ
野
菜
炒
め
、
た
た
き
ご
ぼ
う

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
） 

講
師　

森
下
智
将
さ
ん
（
佐
野
記
念
病

院 

栄
養
管
理
科 

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
９
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
５
月
19
日
㈫
ま
で

講
師　

大
谷
暁
子
さ
ん (

ジ
ャ
パ
ン
ヨ

ガ
カ
レ
ッ
ジ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
９
日
㈯

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
5
月
24

日
㈰
ま
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
運
動
の
で
き
る

も
の
で

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

30広報いずみさの 令和2年5月号
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文
化
・
教
養

各
種
福
祉

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
子
育
て
講
座

「
子
育
て
マ
マ
の
お
助
け
洗
濯
術
」

　

食
べ
こ
ぼ
し
や
泥
ん
こ
汚
れ
な
ど
、

な
か
な
か
取
れ
な
い
子
ど
も
服
の
汚
れ

の
お
悩
み
解
決
し
ま
す
！

日
時

６
月
２
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
林
真
奈
美
さ
ん
（
洗
浄
・
染

色
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

申
込　

５
月
７
日
㈭
以
降
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
体
験
講
座

　

ヨ
ガ
を
や
っ
て
み
た
い
、
運
動
不
足

を
解
消
し
た
い
、
何
か
を
始
め
て
み
た

い
と
い
う
人
、
お
気
軽
に
一
度
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日

６
月
11
日
㈭

時
間　

●
午
後
１
時
〜
１
時
45
分

　
　
　

●
午
後
２
時
〜
２
時
45
分　

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
家
和
美
さ
ん
（
パ
ワ
ー
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ

オ
ル
、
飲
料
水
、
タ
オ
ル

場
所
・
申
込
・
問
合
先

５
月
12
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル

ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
７
１
３
２
Fax

４
６
９
・
７
１
３
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、希
望
者
は
申
込
時
に
。

服
装
は
運
動
し
や
す
い
も
の
で
。
裸
足

ま
た
は
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
で

■
生
活
動
作
・
生
活
リ
ズ
ム
（
睡
眠
・

食
事
・
排
泄
）
を
身
に
つ
け
る
意
味
と

は
　

乳
幼
児
期
に
身
に
付
け
て
つ
け
て
お

き
た
い
生
活
動
作
や
生
活
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

６
月
11
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん
（
育
ち
あ
い

研
究
所
所
長
）

申
込

５
月
11
日
㈪
以
降
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
（
先
着

順
）、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
手
作
り
お
も
ち
ゃ

（
親
子
で
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
）
〜

日
時

６
月
５
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
卒
乳
・
断
乳
・
お
っ
ぱ
い
の
悩
み

　

卒
乳
・
断
乳
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
な
ど
、
母
乳
で
の
子
育
て
で
困
っ

て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、
こ
の
機

会
に
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

６
月
18
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

定
員

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

北　

美
智
代
さ
ん
（
き
た
助
産

所
助
産
師
）

申
込

５
月
18
日
㈪
以
降
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

福　

祉

福　

祉

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

つ
む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号

☎
０
８
０
・
５
３
１
１
・
０
０
１
６[

辻

下]

）
※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
４
５
０
円
を
提
供

し
ま
す
。

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
人
、
ち
ょ
っ
と

時
間
の
空
い
た
人
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
を

飲
み
た
い
人
、散
歩
途
中
の
ひ
と
休
み
、

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
な
ど
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号
☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９[

ヤ
ジ]

）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

■
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
48
回
運
動
会
」

　

一
生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
演

技
・
競
技
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
６
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
45
分

※
雨
天
時
は
６
月
９
日
㈫
に
開
催

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
学
校
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
わ
た
ぼ
う
し
講
座

「
子
育
て
マ
マ
の
お
助
け
洗
濯
術
」

　

食
べ
こ
ぼ
し
や
泥
ん
こ
汚
れ
な
ど
、

な
か
な
か
取
れ
な
い
子
ど
も
服
の
汚
れ

の
お
悩
み
を
解
決
し
ま
す
！

日
時　

６
月
23
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

定
員

７
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
林
真
奈
美
さ
ん
（
洗
浄
・
染

色
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

５
月
７
日
㈭

以
降
の
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
た
ぼ

う
し
（
☎
・
Fax
４
４
７・６
２
２
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

そ
の
他

広報いずみさの 令和2年5月号31

yujifuku
テキストボックス
各イベントなどの開催状況については、担当課・主催者などへ問い合わせてください。



歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！
】

開
催
日　

５
月
２
日
㈯ 

【
ダ
ン
ボ
ー
ル
織
で

コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
】

開
催
日　

５
月
23
日
㈯

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
。
材
料
が
無
く
な
り
次

第
終
了

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

相　

談

■
新
川
家
教
室

●
仕
舞
・
謡
曲
…
５
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
５
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

●
着
付
教
室
…
５
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

５
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜

■
ふ
ろ
し
き
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

５
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

文
化
・
教
養

相　

談

相　

談

■
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

「
特
設
人
権
相
談
」

　

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
む
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
「
人
権
擁
護
委
員
」
が
、
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
会
や
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

６
月
１
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
泉
州
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

若
者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
就
労
支

援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
し
ご
と
の
相
談
】

●
泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
…
月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時

●
阪
南
市
（
阪
南
市
役
所
市
民
部
ま
ち

の
活
力
創
造
課
内
）
…
火
曜
日 

午
前

10
時
〜
午
後
５
時

●
和
泉
市
（
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟

２
階
相
談
室
）
…
木
曜
日 

午
前
10
時

〜
午
後
６
時

●
岸
和
田
市
（
岸
和
田
市
立
産
業
会
館

内
）
…
第
１
・
３
〜
５
金
曜
日 

午
前
10

時
〜
午
後
５
時

●
泉
大
津
市（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

…
第
１
・
３
・
５
日
曜
日 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】（
予
約
制
）

日
時　

月
〜
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所　

泉
州
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
ず
れ
も

対
象　

15
歳
〜
39
歳
の
働
い
て
い
な
い

人
、
そ
の
保
護
者
な
ど

問
合
先　

月
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午

後
７
時
（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
除
く
）

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉
州

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
北

部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
内 

☎
４
６

４・０
０
０
２ 

Fax
４
６
４・０
１
５
４  

ｅ

メ
ー
ル
：npo@

oyw
s.com

）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.oyw

s.com
/sapportstatio

n/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
歴
史
学
講
座　

陰
陽
道
史
特
論
Ⅱ

〜
陰
陽
道
・
神
道
・
民
間
信
仰
〜

第
１
回　

神
道
の
成
立
と
陰
陽
道
祭

日
時　

５
月
13
日
㈬
・
17
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

※
２
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

申
込　

電
話
で

※
参
加
無
料

※各施設の受付時間は、26ページをご覧ください。
32広報いずみさの 令和2年5月号
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文
化
・
教
養

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

六
つ
目
編
み
籠
を
学
ぼ
う
！

　

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク
ク
ラ

ブ
」
と
一
緒
に
、
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の

竹
を
使
っ
た
六
つ
目
編
み
籠
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
竹
ひ
ご
作
り
か
ら
籠
の

完
成
ま
で
を
製
作
体
験
し
ま
す
。

　

初
回
は
参
加
必
須
、
２
回
目
以
降
は

５
回
の
う
ち
３
回
以
上
の
参
加
が
必

要
。
計
４
回
以
上
の
参
加
で
籠
が
完
成

し
ま
す
。

開
催
日　

５
月
24
日
㈰
・
30
日
㈯
・
31

日
㈰
、
６
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰
・
28
日

㈰
（
全
６
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
、
ゴ
ム
製
手
袋
、
弁
当
、

飲
み
物
、
あ
れ
ば 

ナ
タ
・
小
刀
・
ノ

ギ
ス

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
（
長

袖
、
長
ス
ボ
ン
、
運
動
靴
）。
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

５
月
14
日
㈭
（
毎
週

月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
次

の
平
日
を
除
く
）
ま
で
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
4
時
（
５
月
14
日
は
正
午
ま

で
）
に
電
話
で
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７
・
２
４
９
１
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://izu

m
isano-kyuryo.jp/

）
か
ら
も
申
込

可■
市
民
後
見
人

養
成
講
座
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

市
民
後
見
人
と
は
、
家
庭
裁
判
所
か

ら
成
年
後
見
人
と
し
て
選
ば
れ
た
市
民

の
こ
と
で
、
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

了
し
、
後
見
人
候
補
と
し
て
名
簿
登
録

し
た
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

後
見
人
は
、
市
民
な
ら
で
は
の
立
場
を

生
か
し
た
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
貢
献
へ
の
意
欲
と
熱
意
の
あ
る

人
や
、
市
民
後
見
に
関
心
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
後
見
人
に
な
る
た
め
に
は
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
が
必
要

で
す
。

日
時
・
場
所

●
６
月
６
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時
・

田
尻
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
６
月
13
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時
・

岸
和
田
市
立
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容　

成
年
後
見
制
度
の
概
要
、
市
民

後
見
人
の
活
動
報
告
、
市
民
後
見
人
養

成
講
座
に
つ
い
て

申
込　

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.osakafus

yakyo.or.jp/

）
ま
た
は
地
域
共
生
推

進
課
で
申
込
書
を
入
手
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ル
で
大
阪
府
社
会
福
祉

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

学
術
公
開

開
催
日　

６
月
８
日
、
７
月
６
日
、
８

月
３
日
、
９
月
14
日
、
10
月
５
日
、
11

月
９
日
、
12
月
14
日
、
来
年
１
月
18
日
、

２
月
８
日
、
３
月
８
日
（
い
ず
れ
も
月

曜
日
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

希
望
日
の
４

週
前
の
月
曜
日
ま
で
に
団
体
名
、
人
数
、

責
任
者
、
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ｅ
メ
ー
ル
で
〒
５
９
０・
０
４

９
４ 

熊
取
町
朝
代
西
２
丁
目 

京
都
大
学

複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
総
務
掛 

☎
４

５
１・
２
３
０
０ 

Fax
４
５
１・
２
６
０
０ 

ｅ
メ
ー
ル
：kengaku20@

rri.kyoto
-u.ac.jp

）
へ

※
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
運

転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
か
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
小
学
生
以
下
の
入
構
に
は
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
ペ
ッ
ト
同
伴

で
の
ご
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.rri.

kyoto-u.ac.jp/events/13010
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
議
会 

権
利
擁
護
推
進
室
（
Fax 

06
・

６
７
６
４
・
７
８
１
１ 

ｅ
メ
ー
ル
：

koken@
pearl.ocn.ne.jp

）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
受
講
無
料

採用・募集採用・募集

泉佐野市社会福祉協議会 
職員（随時募集）

業務内容　社会福祉協議会業務（相談支援・事務など）
受験資格　昭和40年4月2日以降に生まれ保健師資格
および普通運転免許を有する人
採用予定人数　1人
試験内容　作文、面接
申込・問合先　土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5
時に泉佐野市社会福祉協議会（☎464-2259）へ 

市立小・中学校介助員（随時募集）
採用予定人数　10人
業務内容　障害などで配慮を要する子どもへの身辺介
助など
応募資格　昭和31年4月2日以降に生まれた人
※満65歳以上の人は契約できません
勤務日　小・中学校の授業がある日
時給　1,051円（地域手当含む）※通勤手当あり
申込・問合先　 学校教育課

お詫びと訂正
　広報いずみさの4月号37ページに掲載しました「会計年度任用職員・市任
期付短時間勤務職員採用」の記事で、採用予定日に誤りがありました。お詫
びして下記の通り訂正します。
●生活保護健康管理支援員…7月1日採用
●生活保護介護支援専門員…10月1日採用
問合先　人事課
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広　

告

歴史館いずみさのボランティア募集
　歴史館いずみさのでは、一緒に当館の活動を盛
り上げていただけるボランティアを募集します。
歴史や博物館に興味のある人は、ぜひご応募くだ
さい。
ボランティア活動期間　令和3年3月31日（1年ご
とに登録更新）
活動内容
●ワークショップ、講演会などの歴史館いずみさ
のが行う各種事業の補助
●収蔵資料の整理調査事業などの補助
応募資格　歴史や博物館に興味と熱意があり、電
話・eメールなどで情報交換ができる満18歳以上
の人
申込・問合先　レイクアルスタープラザ・カワサ
キ　歴史館いずみさの（☎469-7140）
※随時、受付しています。

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（3月受付分）

●10万円…人生道場
●3,000円…落し物バーバ
●生活雑貨5点…匿名

傍聴できます
　当日、開催場所にて会議開始時刻30分前から受
付します。
※日時・場所は、変更する場合がありますのでご
注意ください。
【泉佐野市国民健康保険運営協議会】
日時　5月12日㈫ 午後1時30分～
場所　市役所 5階会議室
議題　令和元年度決算見込など
定員　5人（先着順）
開催担当課　国保年 金課

工業統計調査を実施します
　この調査は、工業の実態を明らかにす
ることを目的とした統計法に基づく報告

義務がある重要な統計です。調査結果は、中小企
業施策や地域振興などの基礎資料として利活用さ
れますので、回答をお願いします。調査時点は、6
月1日です。
 　同時に実施している経済構造実態調査の対象事
業所・企業などは、両調査に回答をお願いします。
問合先　政策推進課

◀工業統計キャラクター・コウちゃん
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在ウガンダ日本国大使　市長を表敬訪問
　　　3月18日㈬、在ウガンダ日本国大使館の亀田和明特命
全権大使が泉佐野市役所を表敬訪問されました。本市とウガ
ンダ共和国グル市との友好都市交流、およびウガンダ共和国
とのホストタウン事業について、千代松市長と意見を交換し
ました。

泉佐野フィッシャーマンズ・ワーフの案内板が再建
　　　「泉佐野フィッシャマンズワールド」として活力あ
るまちづくりを進めている地域において、平成30年台風
第21号により案内板が破損したため、3月30日㈪、本市
や周辺施設などで組織するミニボートピア周辺対策協議会
により新たな案内板を設置しました。

新型コロナウイルス予防品に関する協定を締結
　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のために、京都府
立大学 塚本康浩先生が開発した抗体を用いて医療法人 紀
隆会 りんくうメディカルクリニックが調製した点鼻型予
防品を、無償で提供していただける協定を4月9日㈭に締
結しました。

関西航空少年団が日本遺産土丸・雨山城跡を訪問
　　　３月15日㈰、関西航空少年団が大阪湾を一望でき
る日本遺産の土丸・雨山城跡に登りました。勾配が急で非
常に険しい道のりでしたが、関西国際空港と中世日根荘の
風景を唯一肉眼で見ることができるポイントでは、疲れも
忘れて昔から変わらぬ風景の姿に心をうたれていました。

池田谷久吉さんの本を発刊の報告
　　　著名な建築家の故 池田谷久吉さんの長男である亡
き夫の池田谷胤昭さんの遺志を継いだ池田谷恵美子さん
が、北山　理さんのご協力で「没後六十周年記念誌 建築家・
郷土史家 池田谷久吉の生涯」を昨年7月に発刊されたこと
を、3月27日㈮に市長へ報告に来ていただきました。

いずみさのフォトニュース

広
報
い
ず
み
さ
の
で
は
下
記
コ
ー
ナ
ー
へ
の
応
募
を
募
集
中
！
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
！　

●
表
紙
モ
デ
ル　

●
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
写
真　

●
同
窓
会
の
情
報　

●
地
元
企
業

※記念撮影のかけ声は、泉佐野
市の特産品「ワタリガニ」で！

わが町のすごいで賞表彰式 　地域コミュニティの発展に顕著な功績のあった個人とグループに贈られ
る「わが町のすごいで賞」の贈呈式が3月27日㈮に行われ、高松北町会、
中庄町会、佐野台町会、南中岡本町会、東羽倉崎町会の各会長さんから推

薦をいただい
た町会活動の
功労者のみな
さんや、大宮
町福祉委員会
ボランティア
グループのみ
なさんへ市長
より感謝状が
贈呈されまし
た。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　3月分 約3,331ｔ（前年同月比 --0.750.75％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
3月末日現在3月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,287人○ 市内人口　100,287人（-（-5252人）人）
○○ 男　　　　  48,100人 男　　　　  48,100人（（--7373人）人）
○○ 女　　　　  52,187人 女　　　　  52,187人（（＋＋2121人人））
○○ 世帯数　　  47,547世帯（ 世帯数　　  47,547世帯（＋143＋143世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【5月の主な放送内容（予定）】
●前半：日本遺産 ほか
●後半：いずみさの体操 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

いずみさの第九コンサート2020
第九合唱メンバー募集

問合先　生涯学習課（☎469-7132 Fax469-7133）
　合唱経験がない初心者も大歓迎！ぜひ一緒に第九を歌い
ましょう！
練習日　6月28日㈰～12月5日㈯の土・日曜日（全15回）　
※12月12日㈯に前日リハーサルがあります。
場所　エブノ泉の森ホール 1階マルチスペース、レイクアル
スタープラザ・カワサキ生涯学習センター
対象　小学生以上で合唱練習に継続して参加できる人
※合唱経験不問。小学生は練習時保護者同伴
定員　80人
※申込多数の場合は、市内在住・在学・在勤者優先
参加費　2,660円（楽譜代含む）
申込　5月12日㈫～24日㈰（月曜日除く）の午前9時～午後
5時に申込書と参加費を持参のうえ、レイクアルスタープラ
ザ・カワサキ生涯学習センターへ
※練習日時・場所など、詳しくはホームページをご覧くだ
さい。なお、申込書、要項などはホームページからダウンロー
ドできます。

毎日・簡単・健康づくり「いずみさの体操」毎日・簡単・健康づくり「いずみさの体操」
問合先　スポーツ推進課（☎462-2000 Fax469-2286）

第九コンサート 2020
日時　12月13日㈰ 午後2時～（開場：午後1時30分）
場所　エブノ泉の森 大ホール
演奏　泉佐野市民オーケストラ
合唱　一般公募による合唱メンバー、泉佐野市少年
少女合唱団
主催　泉佐野市教育委員会
共催　泉佐野市文化振興財団
※申込不要・入場無料

　泉佐野オリジナル
ちぬうみ創生神楽メンバー募集

　創生神楽とは、古典作法を基礎に新たな
表現を取り入れた神楽です。泉佐野に残る
「民話」「伝説」などをモチーフにした泉佐
野オリジナル「ちぬうみ創生神楽」のメン
バーを募集します。講師が基礎から丁寧に
指導し、神楽ワークショップや国内外の観
光客を対象に公演などを行う予定です。
練習日時　第2・4木曜日 午後6時30分～
8時（予定）　※変更する場合あり
場所　りんくうパピリオ星の広場（りんく
うタウン駅ビル内）
内容　●演者（神武東征鉾立之舞、衣通姫
　　　　之舞、蟻通神楽など）
　　　●奏者（太鼓・篠笛・鉦など）
　　　●ボランティアスタッフ（ワーク
　　　　ショップや公演のお手伝い）
対象　幼児～成人（性別問わず）
※初心者歓迎
申込・問合先　ちぬうみ創生神楽実行委員
会（藤田 ☎090-9163-5026）
※会費無料。募集随時、見学・体験可

　新型コロナウイルス対策の「緊急事態宣言」により、外出
などの自粛要請がなされるなか、家の中にこもりがちになり、
運動不足による体調の悪化などが心配されています。
　今回、泉佐野市ではホームページで「いずみさの体操」の
動画を公開しました。運動が苦手な人や運動不足の人も、家
の中で簡単に出来ますので、気軽に健康づくりに取り組んで
みませんか？
いずみさの体操ホームページ
http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka
/kyoiku/sports/menu/taisou.html
※右のQRコードからもアクセスできます。
また、泉佐野市の行政情報番組「さのテレ！」
でも放送しています。

「いずみさの体操」とは…
　日本体育大学とのコラボによってでき
た体操で、日本体育大学の荒木教授によっ
て開発されました。市のスポーツイベン
トの時などに準備体操としても行われて
おり、立位版と座位版の2種類があります。
※BGMはクラシカルバージョンとワールド
ミュージックバージョンがあり、動画では
クラシカルバージョンを公開しています。

▲QRコード
▲座位版 ▲立位版
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